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とだ議会だより No.182とだ議会だより No.182

市民主体の
「協働によるまちづくり」に向けて　

平成

26
年度

予算 決まる！
◎
26
年
度
予
算

一
般
会
計
の
歳
入
歳
出

を
、
そ
れ
ぞ
れ
５
０
０
億

円
と
す
る
も
の
で
す
。

質　
疑

Ｑ
障
が
い
者
（
児
）
施
設

「
に
じ
の
杜
」
の
運
営

内
容
は
。

Ａ
生
活
介
護
と
短
期
入
所

を
実
施
し
、身
体
・
知
的
・

精
神
障
が
い
者
を
受
け

入
れ
る
。
な
お
、
生
活

介
護
に
お
け
る
入
浴
事

業
と
短
期
入
所
は
、
市

内
で
初
の
事
業
と
な
る
。

施
設
定
員
は
生
活
介
護

45
名
、
短
期
入
所
12
名
。

運
営
法
人
は
戸
田
市
社

会
福
祉
事
業
団
。

Ｑ
マ
ン
シ
ョ
ン
内
“
家
チ

カ
”
保
育
所
運
営
支
援

事
業
の
内
容
は
。

Ａ
大
型
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設

に
よ
る
保
育
需
要
に
対

応
す
る
た
め
、
マ
ン
シ

ョ
ン
事
業
者
と
連
携
し

て
マ
ン
シ
ョ
ン
内
に
認

可
並
み
の
認
可
外
保
育

所
を
整
備
す
る
。
埼
玉

県
子
育
て
応
援
マ
ン
シ

ョ
ン
の
認
定
を
受
け
た

新
築
マ
ン
シ
ョ
ン
内
に

整
備
さ
れ
、
主
に
当
該

マ
ン
シ
ョ
ン
の
入
居
者

を
優
先
的
に
入
所
さ
せ

る
保
育
施
設
を
対
象
と

す
る
。
新
曽
南
３
丁
目

に
建
設
の
大
型
マ
ン
シ

ョ
ン
内
に
本
事
業
の
補

助
対
象
と
な
る
施
設
が

整
備
さ
れ
る
予
定
で
、

０
歳
児
か
ら
２
歳
児
ま

で
を
対
象
年
齢
と
し
、

０
歳
児
９
名
、
１
歳
児

９
名
、
２
歳
児
10
名
の

計
28
名
の
定
員
を
予
定

し
て
い
る
。

Ｑ
風
疹
ワ
ク
チ
ン
の
予
防

接
種
助
成
は
継
続
す
る

の
か
。

Ａ
25
年
の
夏
以
降
に
流
行

が
沈
静
化
し
、
26
年
の

感
染
報
告
数
に
つ
い
て

も
流
行
前
の
状
態
に
落

ち
着
い
た
こ
と
か
ら
、

予
防
接
種
へ
の
費
用
助

成
を
さ
ら
に
継
続
し
て

実
施
す
る
予
定
は
な
い
。

３
月
定
例
会
は
、
２
月
５
日
か
ら
３
月
12
日
ま
で
の

36
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
本
定
例
会
に
は

５
０
０
億
円
に
上
る
平
成
26
年
度
一
般
会
計
予
算
な
ど

47
件
の
市
長
提
出
議
案
等
が
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
可

決
・
同
意
等
い
た
し
ま
し
た
。

市
長
施
政
方
針
に
対
す
る
総
括
質
問
で
は
、
会
派
を

代
表
し
て
５
人
の
議
員
が
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

３
日
間
に
わ
た
る
一
般
質
問
で
は
、
14
人
の
議
員
が
活

◎
行
政
財
産
の
使
用
料
に

関
す
る
条
例
等
の
一
部
改

正
消
費
税
率
が
５
％
か
ら

８
％
へ
引
き
上
げ
ら
れ
る

こ
と
に
伴
い
、
条
例
で
定

め
る
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

使
用
料
等
の
改
正
を
行
う

も
の
で
す
。

質　
疑

Ｑ
消
費
税
法
の
特
例
に
よ

り
、
消
費
税
の
納
税
額

が
発
生
し
な
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
使
用
料
の

改
正
を
行
う
根
拠
は
。

Ａ
光
熱
水
費
や
委
託
料
な

ど
の
各
種
支
出
に
伴
う

市
の
負
担
が
、
消
費
税

率
の
引
き
上
げ
に
よ
り

増
加
す
る
こ
と
か
ら
、

税
負
担
を
適
正
に
転
嫁

す
る
こ
と
が
適
当
で
あ

る
と
考
え
、
使
用
料
等

の
改
正
を
行
う
も
の
で

あ
る
。

そ
の
他
、
延
べ
21
件
の

質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

3月
定例会
3月
定例会

平成26年

2月5日～
　3月12日

▶一般
会
計
予
算
の
内
訳
　
５
０
０
億
円
　
こ
の
よ
う
に
使
い
ま
す
！ ※主な事業は、４ページをごらんください。　　　※千万円単位は切り捨て

市　　　税
２７０億１，０６７万円

54％

民　生　費
２３７億２，４４２万円

47.4％

国庫支出金
６８億

1，９６２万円
13.6％

市債
54億

2,290万円
10.8％

県支出金　２４億４０万円

公債費　２2億6,923万円
その他 13億200万円
(議会費0.8%)

繰入金　23億7,403万円

諸収入　１８億３９７万円

衛生費　37億3,839万円 消防費
18億3,386万円

その他
４１億6,841万円

総務費
65億

3,566万円
13.1％

土木費
53億

9,123万円
10.8％

教育費
52億

521万円
10.4％

7.5％ 4.5
％

2.6
％

8.4％4.8
％

3.6
％

3.7
％

4.8
％

歳　入　【収入源】

歳　出　【支出先】

▲障がい者（児）施設「にじの杜」

主
な
議
案
の
概
要
・
質
疑

とだ議会だより No.182とだ議会だより No.182

発
な
論
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。
最
終
日
に
は
、
委
員
会

提
出
議
案
と
し
て
「
戸
田
市
歯
科
口
腔
保
健
の
推
進
に

関
す
る
条
例
」、
議
員
提
出
議
案
と
し
て
意
見
書
２
件
が

提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
新
た
に
提
出
さ
れ
た
「
小
学
校
３
年
生
で
35
人

学
級
・
中
学
校
２
年
生
で
38
人
学
級
実
現
を
求
め
る
請

願
」
は
、
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

■ 一般会計予算　　５００億円
■ 特別会計予算　　２２６億７，７６３万円（１３特別会計の合計額）

■ 水道・下水道事業の予算

平成２６年度予算のあらまし（千円単位は切り捨て）

※一般会計予算の内訳は、３ページをごらんください。
※下水道事業は、平成２６年度から官庁会計方式から企業会計方式へ移行
※収益的収支…水道水の供給や下水の処理にかかる収入と支出
※資本的収支…配水管や浄水施設、下水道管やポンプ場の建設更新などにかかる
　　　　　　　収入と支出

項　　　目 水道事業会計 下水道事業会計

収益的

収　支

資本的

収　支

収入

支出

収入

支出

２６億６，１５５万円

２５億７，２７８万円

１億６，０３９万円

９億４，８２７万円

２７億２，９４５万円

２６億９，２４９万円

１０億　５３４万円

１７億５，９５０万円
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る
③
保
育
需
要
が
高
ま
る

中
で
、
保
育
士
の
確
保
は

一
層
困
難
と
な
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
た
め
、
正
規

職
員
の
増
員
と
臨
時
職
員

の
待
遇
改
善
を
図
る
べ
き

で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
な

ど
を
踏
ま
え
、
反
対
す
る
。

ま
た
、
複
数
の
公
共
施
設

の
再
整
備
を
集
中
さ
せ
た

こ
と
で
、
市
政
運
営
上
の

予
算
執
行
の
バ
ラ
ン
ス
を

欠
く
結
果
と
な
っ
て
い

る
。
今
後
、
予
算
編
成
の

バ
ラ
ン
ス
を
欠
く
こ
と
が

な
い
よ
う
に
す
る
と
と
も

に
、
県
下
一
の
財
政
力
を
、

市
民
の
暮
ら
し
の
向
上
に

生
か
し
て
も
ら
い
た
い
。

市
民
生
活
の
向
上
と
安
定

に
向
け
た
事
業
を
評
価

県
下
一
の
財
政
力
を
市
民

の
暮
ら
し
向
上
に
生
か
せ

①
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
白

寿
荘
の
跡
地
は
、
広
大
で

貴
重
な
市
の
土
地
で
あ

り
、
売
却
す
べ
き
で
は
な

い
②
「
戸
田
市
公
共
施
設

再
整
備
方
針
（
案
）」
は
、

公
共
施
設
を
民
間
委
託
し

職
員
削
減
や
コ
ス
ト
削
減

を
進
め
る
計
画
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
方
針

等
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
関
す
る
市
民
講
演

会
は
問
題
が
あ
る
。
安
全

性
の
確
保
等
、
公
的
責
任

を
し
っ
か
り
果
た
す
施
設

運
営
を
継
続
す
べ
き
で
あ

本
予
算
は
、
市
民
生
活

の
向
上
と
安
定
を
図
る
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
分

野
に
お
い
て
な
し
得
る
事

業
を
積
極
的
に
取
り
組
む

こ
と
を
意
図
し
て
お
り
、

高
く
評
価
し
、
賛
成
す
る
。

　

①
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
白

寿
荘
の
跡
地
の
売
却
に
つ

い
て
、
工
業
系
の
企
業
の

み
に
限
定
す
る
の
で
は
な

く
、
子
育
て
支
援
や
健
康

長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
に
寄

与
で
き
る
よ
う
な
企
業
を

含
め
て
、
多
方
面
に
門
戸

を
広
げ
て
最
適
な
企
業
を

誘
致
し
よ
う
と
す
る
姿
勢

は
評
価
で
き
る
②
フ
ァ
シ

リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

関
す
る
市
民
講
演
会
は
、

財
政
状
況
や
フ
ァ
シ
リ
テ

ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
り

組
み
を
市
民
に
知
っ
て
も

ら
い
、
将
来
的
な
公
共
施

設
の
あ
り
方
を
一
緒
に
考

え
て
い
く
第
一
歩
と
な
る

こ
と
か
ら
妥
当
で
あ
る
③

公
立
保
育
園
の
臨
時
保
育

士
の
賃
金
水
準
は
、
近
隣

市
や
民
間
と
比
較
し
て
高

い
水
準
に
あ
る
。

若
い
世
代
や
子
育
て
世
代

を
支
援
す
る
姿
勢
に
賛
同

市
民
の
健
康
へ
の
関
心

を
高
め
る
た
め
の
健
康
ポ

イ
ン
ト
制
の
導
入
、
健
診

受
診
率
を
高
め
る
た
め
の

未
受
診
者
へ
の
コ
ー
ル
・

リ
コ
ー
ル
対
策
の
ス
タ
ー

ト
、
障
が
い
者
の
就
労
支

援
や
ひ
と
り
親
へ
の
寡
婦

控
除
の
み
な
し
適
用
な
ど

の
事
業
を
評
価
し
、
賛
成

す
る
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
用
ア
プ
リ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
開
発
や
児
童
生
徒

の
放
課
後
学
習
シ
ス
テ
ム

の
導
入
な
ど
は
、
情
報
社

会
に
柔
軟
に
対
応
し
、
若

い
世
代
や
子
育
て
世
代
を

支
援
す
る
も
の
で
あ
り
賛

同
す
る
。

市
民
の
負
担
を
ふ
や
す
改

正
に
は
反
対

４
月
以
降
、
消
費
税
が

増
税
さ
れ
た
上
に
、
年
金

の
支
給
額
削
減
、
70
歳
か

ら
74
歳
の
医
療
費
の
２
割

引
き
上
げ
、
生
活
扶
助
費

の
引
き
下
げ
な
ど
、
社
会

保
障
の
給
付
削
減
や
制
度

改
悪
が
次
々
に
実
施
さ
れ

る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
各

種
公
共
施
設
の
使
用
料
等

を
値
上
げ
す
る
こ
と
は
、

さ
ら
に
市
民
の
負
担
を
ふ

や
す
こ
と
に
な
る
こ
と
か

ら
反
対
す
る
。

市
民
間
に
不
公
平
が
生
じ

る
こ
と
は
好
ま
し
く
な
い

消
費
税
率
の
引
き
上
げ

に
伴
う
負
担
増
加
分
を
使

用
料
等
に
転
嫁
せ
ず
、
市

が
負
担
す
る
こ
と
は
、
本

来
、
利
用
者
等
に
転
嫁
す

べ
き
消
費
税
を
市
民
全
体

で
負
担
す
る
こ
と
に
な

り
、
市
民
間
に
不
公
平
が

生
じ
る
。
税
負
担
を
適
正

に
転
嫁
す
る
た
め
、
使
用

料
等
の
改
定
を
行
う
こ
と

は
妥
当
で
あ
り
、
賛
成
す

る
。

平成 26 年度の主な事業    　　　（千円単位は切り捨て）

■ 認可外保育施設運営支援事業    　　　　　　　　１億 5,333 万円
認可保育園と家庭保育室の保育料の差額助成を拡充し、家庭保育室の利用者をふやし、待機児
童の解消を図る。また、大型マンション内に整備される保育室に運営費補助等を行い、入居する
子育て世代の保育需要に対応する ( マンション内“家チカ”保育所運営支援事業 )。

■ 学童保育室事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８億 5,437 万円
受け入れ学年を小学校３年生から、小学校４年生までに拡充。

■ 学校教育指導事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　755 万円
放課後の学習環境の一層の充実を図るため、インターネットに接続したパソコン等を利用し、
家庭でもドリル学習等を行うことができる環境を整備する。

■ にじの杜運営費補助事業     　　　　　　　　　　7,462 万円
障害のある人や家族が安心して、通所施設や短期入所施設のサービスを利用できるよう、施設
運営費の補助を行う。

■ 予防接種システム構築事業    　　　　　　　　　　　　　 　 131 万円
自分に合った予防接種スケジュールを携帯電話やパソコンで管理できるよう、システムを導入する。

■ 防災事業      　　　　　　　　　 　１億 2,086 万円
災害時に受水槽から直接取水できるよう、小中学校４校（美谷本小、笹目小、笹目東小、戸田中）
の受水槽に蛇口を取りつける。また、河川の水位等を監視するため、河川２カ所（緑川、菖蒲川）
に監視カメラの設置などを行う。

■ 小型家電リサイクル回収ボックス設置事業  　　　　　　　　　　　　 　 　 149 万円
使用済みの小型電子機器を排出する際の利便性を高めるため、市役所や公共施設に回収ボックス
を設置する。

■ 太陽光発電設置事業     　　　　　　　　　　1,221 万円
再生可能エネルギーの普及促進や防災力強化のため、町会会館に太陽光発電システムを設置する。

■ 浸水対策事業      　　　　　　　　　　8,509 万円
浸水被害の多かった市内東部の合流式下水道地区に、浸透雨水ますを増設する。また、雨水の
影響を抑制し、下水道本管の負荷を減らすことで、効率的な雨水処理ができるよう、喜沢中学校
に雨水浸透施設を設置する。

■ スマートハウス設置融資保証料補助事業   　　　　　　　　　　　　60 万円
新エネルギーの普及と低炭素社会の実現を図るため、「勤労者住宅資金融資制度」に新たにスマート
ハウス設置のメニューを追加する。

■ 商店新業態転換支援事業     　　　　　　　　　　　380 万円
空き店舗等への対策を推進するため、既存店舗の刷新や閉店した店舗の再生等を促すとともに、
新たな商店を商店会エリアに誘致する。

■ スマートフォン用アプリケーション開発・運用事業 　　　　　　　　　　　944 万円
スマートフォンの特長を生かしたアプリケーションを開発・運用することにより、市民から身近な
課題の情報提供を受けるとともに、行政からは情報発信をすることで地域の課題解決につなげていく。

※スマートハウス…コンピューターやデータ通信技術を利用して家庭内のエネルギー消費を最適化する住宅。

討
　
論

討
　
論

今
定
例
会
で
は
、
議
案
２
件
に
対
し
て
延
べ
５
議

員
が
討
論
を
行
い
、
い
ず
れ
も
賛
成
多
数
で
可
決
し

ま
し
た
。

本
田  

哲 

議
員

本
田  

哲 

議
員

榎
本 

守
明 

議
員

26
年
度
予
算

行
政
財
産
の
使
用
料
に
関

す
る
条
例
等
の
一
部
改
正

4

とだ議会だより No.182

伊
東 

秀
浩 

議
員

歯
科
口
腔
保
健
の
推
進
に

関
す
る
条
例
を
可
決
！

（
健
康
福
祉
委
員
会
提
出
）

市
民
に
歯
科
健
診
の
機
会

を
保
障
し
、
口
腔
内
の
健
康

増
進
を
図
る
こ
と
で
、
よ
く

か
ん
で
食
べ
る
こ
と
が
で
き
、

か
ら
だ
全
体
の
健
康
が
図
ら

れ
、
結
果
と
し
て
、
医
療
費

の
抑
制
を
す
る
こ
と
を
目
指

し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
21
ペ

ー
ジ
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

意
見
書(

議
員
提
出
議
案)

を
国
・
政
府
に
提
出

◇
微
小
粒
子
状
物
質
（
Ｐ

Ｍ
２
・
５
）
に
係
る
総
合

的
な
対
策
の
推
進
を
求
め

る
意
見
書

Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
発
生
源
の

実
態
等
を
解
明
し
、
国
民
に

わ
か
り
や
す
い
注
意
発
令
の

仕
組
み
を
整
備
す
る
こ
と
な

ど
を
要
望
す
る
も
の
で
す
。

◇
食
の
安
全
・
安
心
の
確

立
を
求
め
る
意
見
書

食
品
表
示
等
の
適
正
化

を
図
る
景
品
表
示
法
等
改
正

案
の
早
期
成
立
・
施
行
を
期

す
な
ど
、
適
切
な
措
置
を
講

じ
、
食
品
に
係
る
安
全
性
の

一
層
の
確
保
に
努
め
る
よ
う

要
望
す
る
も
の
で
す
。

※

※

※ ファシリティマネジメント…経営の視点から施設を戦略的に活用し、最少のコストで最大の効果を得るための手法。

中
山 

祐
介 

議
員
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あ
り
ま
し
た
。

常
備
消
防
費
で
は
、
潜

水
士
の
有
資
格
者
数
に
関

す
る
質
疑
に
対
し
、
有
資

格
者
は
現
在
43
名
で
、
26

年
度
よ
り
正
式
に
運
用
を

開
始
し
、
災
害
時
の
潜
水

活
動
に
当
た
る
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

て
い
き
た
い
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

【
新
曽
第
一
土
地
区
画
整

理
事
業
特
別
会
計
予
算
】

26
年
度
予
算
が
25
年
度

予
算
と
比
較
し
て
約
12
億

円
削
減
さ
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
、
予
算
削
減
は
こ
こ

ま
で
進
め
て
き
た
事
業
に

ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
し
ま

い
、
事
業
期
間
の
延
長
が

懸
念
さ
れ
る
。
事
業
に
見

合
っ
た
予
算
を
獲
得
し
、

早
期
に
事
業
を
完
了
さ
せ

て
も
ら
い
た
い
と
の
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

【
上
戸
田
福
祉
セ
ン
タ
ー

再
整
備
工
事
請
負
契
約
】

総
合
評
価
方
式
の
項
目

で
は
、
市
内
業
者
育
成
の

観
点
か
ら
、
対
象
と
な
る

市
内
業
者
が
少
な
い
場
合

も
、
地
域
貢
献
な
ど
を
評

価
す
べ
き
と
の
意
見
が
出

さ
れ
、
執
行
部
か
ら
、
特

定
業
者
が
有
利
と
な
る
項

目
は
、
県
総
合
評
価
審
査

小
委
員
会
か
ら
難
色
を
示

【
25
年
度
補
正
予
算
】

高
齢
者
緊
急
時
連
絡
シ

ス
テ
ム
事
業
に
係
る
減
額

理
由
に
つ
い
て
質
疑
が
あ

り
、
執
行
部
か
ら
、
高
齢

者
サ
ー
ビ
ス
全
体
の
利
用

促
進
に
つ
い
て
当
委
員
会

の
提
言
を
踏
ま
え
、
研
究

し
て
い
き
た
い
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

【
26
年
度
予
算
】

【
25
年
度
補
正
予
算
】

商
工
業
振
興
費
で
は
、

依
然
、
利
用
が
少
な
い
制

度
融
資
に
つ
い
て
、
中
小

企
業
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
に

努
め
、
利
用
し
や
す
い
も

の
に
し
て
も
ら
い
た
い
と

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

【
26
年
度
予
算
】

行
政
振
興
費
で
は
、
開

封
市
と
の
友
好
都
市
締
結

30
周
年
記
念
事
業
の
内
容

に
関
す
る
質
疑
に
対
し
、

執
行
部
か
ら
、
26
年
度
に

友
好
都
市
締
結
に
関
す
る

協
議
書
の
期
限
が
切
れ
る

こ
と
か
ら
、
５
年
間
の
延

長
を
行
う
た
め
の
調
印
式

【
26
年
度
予
算
】

　

教
育
指
導
費
で
は
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
習
に

つ
い
て
、
苦
手
な
人
や
追

い
つ
け
な
い
人
な
ど
、
児

童
生
徒
一
人
ひ
と
り
を
し

っ
か
り
と
見
て
、
学
力
向

上
に
努
め
て
も
ら
い
た
い

と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

公
民
館
費
で
は
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
に
つ
い
て
、

市
民
が
開
催
す
る
講
演
会

等
に
は
貸
し
出
し
を
行
っ

て
い
な
い
。
貸
し
出
し
て

も
ら
い
た
い
と
の
意
見
が

総
　
務

健
康
福
祉

政
策
秘
書
室
・
総
務
部
・
財
務
部
・

会
計
課
・
行
政
委
員
会
事
務
局
等

※
各
常
任
委
員
会
の
所
管
部
署

市
内
業
者
育
成
の
観
点
か
ら
、

社
会
的
貢
献
度
に
関
す
る
評
価
を

学
童
保
育
４
年
生
ま
で

対
象
拡
大
を
評
価

新
曽
第
一
土
地
区
画
整
理
事
業
の

早
期
完
了
に
向
け
て
予
算
獲
得
を

文
教
・
建
設

都
市
整
備
部

教
育
委
員
会

福
祉
部
・
こ
ど
も
青
少
年
部

福
祉
事
務
所

市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

中
小
企
業
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

　
　

利
用
し
や
す
い
制
度
融
資
を

市
民
生
活 

市
民
生
活
部
・
環
境
経
済
部

消
防
本
部

上
下
水
道
部

総 務 常 任 委 員 会

市民生活常任委員会

健康福祉常任委員会

文教・建設常任委員会 委員会の審査から こんな質問、あんな意見もありました。
議案や請願は、委員会に付託されて、慎重に審査されます。
その経過と結果は、３月 12日の本会議で各委員長から報告がありました。
下記はその概要です。

さ
れ
る
が
、
今
後
は
提
案

し
て
い
き
た
い
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

【
26
年
度
予
算
】

総
務
費
の
一
般
管
理
費

で
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

用
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

内
容
と
利
用
開
始
時
期
に

つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
広

聴
機
能
や
防
犯
・
子
育
て

情
報
な
ど
を
市
民
と
の
意

▲上戸田福祉センター完成イメージ

◀
新
曽
第
一
土
地
区
画
整
理
事
業
地
区

　
（
戸
田
駅
西
口
）

▶
潜
水
訓
練
の
様
子

見
交
換
を
実
施
し
た
上
で

導
入
し
、
平
成
26
年
10
月

の
運
用
開
始
を
目
途
に
進

め
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

防
災
費
で
は
、
河
川
監

視
シ
ス
テ
ム
構
築
と
保
守

業
務
の
内
容
や
、
カ
メ
ラ

設
置
箇
所
に
つ
い
て
質
疑

が
あ
り
、
河
川
水
位
な
ど

を
監
視
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
閲
覧
で
き
る
シ

ス
テ
ム
で
あ
り
、
市
内
５

つ
の
河
川
の
水
位
標
が
あ

る
付
近
に
順
次
設
置
し
、

26
年
度
は
、
緑
川
の
喜
沢

橋
、
上
戸
田
川
と
菖
蒲
川

合
流
地
点
の
２
カ
所
を
予

定
し
て
い
る
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

あ
り
、
執
行
部
か
ら
、

今
後
、
十
分
検
討
し

て
い
き
た
い
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

彩
湖
自
然
学
習
セ

ン
タ
ー
費
で
は
、
多

く
の
人
が
利
用
で
き

る
よ
う
、
セ
ン
タ
ー

の
利
用
者
数
の
増
加

に
向
け
て
方
策
を
考

え
て
も
ら
い
た
い
と

の
意
見
が
あ
り
、
彩

湖
自
然
学
習
セ
ン
タ

ー
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
検

討
委
員
会
で
検
討
し

学
童
保
育
室
事
業
に
つ

い
て
、
小
学
校
４
年
生
ま

で
対
象
を
拡
大
す
る
こ
と

と
、
民
間
に
よ
る
学
童
保

育
室
の
開
設
を
見
込
む
と

の
説
明
が
あ
り
、
拡
大
を

評
価
す
る
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

児
童
福
祉
運
営
費
に
つ

い
て
、
民
間
保
育
園
の
新

設
に
対
し
補
助
す
る
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

衛
生
費
・
予
防
費
で
は
、

予
防
接
種
シ
ス
テ
ム
構
築

業
務
等
に
つ
い
て
質
疑
が

あ
り
、
登
録
す
る
と
お
知

ら
せ
メ
ー
ル
な
ど
に
よ
り

接
種
の
し
忘
れ
防
止
を
図

る
、
県
内
で
初
の
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。　

成
人
保
健
事
業
費
の
健

康
ポ
イ
ン
ト
制
度
に
つ
い

て
質
疑
が
あ
り
、
一
日
の

歩
数
や
、
飲
酒
、
喫
煙
の

節
制
な
ど
に
つ
い
て
、
市

で
設
定
し
た
目
標
と
、
参

加
者
自
身
が
設
定
し
た
目

標
を
達
成
す
る
こ
と
で
、

ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

【
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
特

別
会
計
予
算
】

▶
新
設
さ
れ
た

　
「
太
陽
の
子
笹
目
学
童
保
育
室
」

医
師
の
確
保
に
つ
い
て

質
疑
が
あ
り
、
新
規
採
用

は
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ

る
が
、
新
た
な
人
材
の
獲

得
方
法
を
検
討
し
て
い
る

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

を
本
市
で
行
う
ほ
か
、
講

演
会
等
の
イ
ベ
ン
ト
も
予

定
し
て
い
る
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

環
境
保
全
費
で
は
、
26

年
度
の
環
境
配
慮
型
シ
ス

テ
ム
等
設
置
費
の
補
助
対

象
に
関
し
、
標
準
に
な
り

つ
つ
あ
る
高
効
率
給
湯
器

エ
コ
ジ
ョ
ー
ズ
を
対
象
外

と
し
、
新
た
に
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

（
ヘ
ム
ス
）
を
加
え
る
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

商
工
業
振
興
費
で
は
、

商
店
街
街
路
灯
の
電
気
料

金
等
に
対
す
る
補
助
金
に

関
し
、
26
年
度
よ
り
、
補

助
率
を
50
％
か
ら
75
％
へ

引
き
上
げ
る
と
の
説
明
が

※ＨＥＭＳ（ヘムス）……ホームエネルギーマネジメントシステムの略で、エアコンや照明等をネットワーク化し、家庭内の電気
使用量を「見える化」する機器。電気使用の無駄がチェックでき、省エネに役立てることができる。

※

※ICT…情報通信技術。

※
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い
じ
め
ゼ
ロ
へ
未
然
防
止

対
策
を
推
進
せ
よ
。

市
長　
「
戸
田
市
で
は
い
じ

め
を
絶
対
に
許
さ
な
い
」

と
の
決
意
で
、
基
本
方
針

を
策
定
し
対
処
す
る
。

議
員　
犯
罪
抑
止
、
犯
人

確
保
に
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
を
望
む
。

市
長　
検
討
し
て
い
く
。

善
・
整
備
目
標
は
②
公
園

に
防
災
機
能
を
完
備
せ

よ
。

市
長　
①
平
成
30
年
度
ま

で
に
災
害
時
に
有
効
な

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
と
な

る
広
場
や
避
難
路
と
な
る

通
り
抜
け
道
路
の
整
備
を

計
画
②
防
災
力
向
上
に
配

慮
し
た
公
園
づ
く
り
に
努

め
る
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を

生
徒
の
学
力
向
上
に
つ
な

げ
る
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ

る
学
習
環
境
整
備
を
さ
ら

に
進
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
接
続
し
た
パ
ソ
コ
ン

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使

用
す
れ
ば
、
家
庭
で
も
学

校
と
同
じ
よ
う
に
、
ド
リ

ル
学
習
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
。

議
員　

Ｐ
Ｍ
２
・
５
は
、

小
さ
い
微
粒
子
の
た
め
肺

議
員　
県
が
発
表
し
た
市

町
村
別
健
康
寿
命
で
、
本

市
は
下
位
に
位
置
し
て
い

る
。
健
康
寿
命
の
延
伸
策

と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
事

業
を
考
え
て
い
る
か
。

市
長　
早
急
に
取
り
組
む

べ
き
最
重
点
課
題
と
し
て

認
識
し
て
い
る
。
新
た
に

「
健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
」
を

導
入
す
る
な
ど
、
若
い
世

代
か
ら
の
健
康
増
進
と
、

高
齢
者
の
健
康
維
持
を
さ

ら
に
強
化
し
て
い
く
。

計
画
を
策
定
す
る
。

考
え
る
。
事
業
の
優
先
性

や
緊
急
性
を
考
慮
し
、
健

全
な
財
政
運
営
に
努
め
、

自
立
的
で
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

議
員　
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
ビ
リ
ー
ブ
の
閉
館

後
、
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
に
向
け
、
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
か
。

市
長　
講
座
等
の
啓
発
や

情
報
発
信
は
、
再
整
備
さ

今後の高齢者福祉施設の
整備方針は

志政クラブ　石井 民雄　議員

大災害に備えて、共助の
仕組みづくり強化を

総括質問総括質問

議
員　
今
後
、
超
高
齢
社

会
を
迎
え
る
が
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
を
初
め
と

す
る
高
齢
者
福
祉
施
設
の

整
備
計
画
は
。

市
長　
本
年
３
月
に
「
と

だ
優
和
の
杜
」
が
開
設
さ

れ
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
待
機
者
数
が
緩
和
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
推
移
を

見
守
り
た
い
。
そ
の
他
の

施
設
は
、
本
市
の
実
情
に

応
じ
施
設
・
在
宅
・
地
域

密
着
型
の
各
サ
ー
ビ
ス
の

バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
た
整
備

議
員　
今
後
、
財

源
の
確
保
が
一
層

困
難
に
な
る
と
考

え
る
が
、
財
政
運

営
上
の
課
題
認
識

と
進
め
方
は
。

市
長　
公
共
施
設

の
改
修
に
多
額
の

費
用
が
必
要
と
な

る
な
ど
、
本
市
の

財
政
状
況
は
、
一

層
厳
し
く
な
る
と

議
員　
「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス

計
画
」
に
基
づ
い
た
分
析

で
、
健
全
な
保
険
財
政
と

健
康
寿
命
の
延
伸
を
。

市
長　
レ
セ
プ
ト
や
特
定

健
診
デ
ー
タ
等
を
分
析
し

て
対
応
し
て
い
く
。

議
員　
仲
間
外
れ
・
無
視
・

陰
口
な
ど
暴
力
を
伴
わ
な

い
い
じ
め
も
あ
る
。
児
童

生
徒
す
べ
て
を
対
象
に
、

今
後
の
財
政

運
営

男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
に
向
け
て

健
康
寿
命
の
延
伸
を

▶
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に
は
適
度
な
運
動
も
必
要
で
す

（
リ
ズ
ム
体
操
発
表
会　

　

提
供
：
戸
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

▶
水
害
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
（
喜
沢
１
丁
目
）

議
員　

新
た

に
家
庭
で
も

活
用
で
き
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
学
習

教
材
を
整
備

し
、
家
庭
教

育
の
支
援
を

行
う
が
、
そ

の
具
体
的
な

活
用
法
は
。

市
長　

26
年

度
か
ら
、
児
童

総括質問とは、新年度の施政方針または
市長就任時に行われる所信表明に対する質
問で、２人以上で構成する会派による代表
制質問のことです。
今定例会では、２月 20日の本会議にお
いて、５人の議員が会派を代表して総括質
問を行い、市長の施政方針に対して考えを
ただしました。
ここに掲げたのは、その質問・答弁の大
要です。総括質問の原稿は、質問者本人が
執筆しております。総括質問の模様は、議
会ホームページからごらんいただくことが
できます。
なお、施政方針の内容は、市ホームペー
ジでごらんいただけます。

公明党　三浦 芳一　議員

議
員　
防
災
対
策
の
基
本

は
「
自
分
の
命
は
自
分
で

守
る
」
と
い
う
「
自
助
」。

そ
の
上
で
「
共
助
」
の
仕

組
み
づ
く
り
強
化
に
さ
ら

な
る
支
援
策
の
推
進
を
。

市
長　
災
害
時
要
援
護
者

支
援
対
策
と
し
て
「
お
ね

が
い
会
員
」「
ま
か
せ
て
会

員
」
の
登
録
呼
び
か
け
な

ど
、「
共
助
」
の
仕
組
み
が

機
能
す
る
よ
う
取
り
組

む
。

議
員　
①
川
岸
地
区
の
改

健康寿命を延伸させる
ための施策は

平成会　秋元 良夫　議員

微
小
粒
子
状
物
質

Ｐ
Ｍ
２・５
へ
の
対
応
は

家
庭
教
育

の
支
援

い
じ
め
未
然
防
止
対
策
を

「新たに「健康ポイント制度」を
導入する」

「実情に応じた整備計画を策定する」「災害時要援護者支援制度の確立で」

れ
る
上
戸
田
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
引
き
続
き
実
施
し

て
い
く
。
こ
れ
ま
で
の
施

策
を
後
退
さ
せ
る
こ
と
な

く
、
市
政
に
女
性
の
視
点

を
よ
り
多
く
取
り
入
れ
て

い
く
。

議
員　
女
性
の
起
業
支
援

を
積
極
的
に
進
め
て
い
く

考
え
は
。

市
長　
女
性
起
業
家
が
活

躍
で
き
る
よ
う
に
ビ
ジ
ネ

ス
環
境
を
整
備
す
る
。 ▲満開に咲く喜沢の桜

の
奥
深
く
ま
で
入
り
や
す

く
呼
吸
器
系
や
循
環
器
系

へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

る
。
市
民
を
健
康
被
害
か

ら
守
る
た
め
の
注
意
喚
起

は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

市
長　

Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
濃

度
が
日
平
均
70
マ
イ
ク
ロ

グ
ラ
ム
を
超
え
る
恐
れ
が

あ
る
場
合
は
、
県
の
注
意

喚
起
情
報
を
も
と
に
防
災

行
政
無
線
で
市
民
に
周
知

す
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

▲ＩＣＴ学習教材を活用した家庭教育の様子（イメージ）

※

※ レセプト…診療報酬明細。
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          つぶやき

等
の
改
定
を
行
う
。

議
員　

民
間
保
育
園
が
、

26
年
度
に
３
園
、
27
年
度

に
１
園
、
新
設
さ
れ
、
あ

わ
せ
て
民
間
家
庭
保
育
室

の
保
育
料
助
成
が
拡
充
さ

れ
る
。
保
育
園
待
機
児
童

は
解
消
さ
れ
る
か
。

市
長　
今
後
も
待
機
児
童

解
消
に
向
け
た
保
育
園
整

備
を
推
進
。
家
庭

保
育
室
へ
の
助
成

は
認
可
保
育
園
と

同
等
負
担
と
な
り

待
機
児
童
解
消
の

一
助
と
な
る
。

議
員　

紙
お
む

つ
助
成
を
入
院
患

者
へ
も
拡
充
し
て

は
。

市
長　
入
院
な
ど

に
も
対
応
で
き
る

支
給
方
法
な
ど
を

検
討
す
る
。

議
員　
消
費
税
法
第
60
条

第
６
項
に
は
、
公
共
施
設

の
使
用
料
等
の
消
費
税
が

免
除
さ
れ
て
い
る
。
値
上

げ
す
べ
き
で
は
な
い
。

市
長　
国
か
ら
の
消
費
税

負
担
の
円
滑
か
つ
適
正
な

転
嫁
の
方
針
、
光
熱
水
費

や
委
託
料
な
ど
の
消
費
税

引
き
上
げ
分
の
負
担
が
増

加
す
る
こ
と
か
ら
使
用
料

議
員　

２

０
２
０
年

に
東
京
で

オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
行
わ
れ

る
こ
と
が
決
定
し
た
。
さ

き
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
は
ボ
ー
ト
競
技
の
会
場

と
な
り
、
そ
の
後
の
戸
田

漕
艇
場
は
本
市
に
多
大
な

貢
献
を
し
て
く
れ
て
い

る
。
残
念
な
が
ら
現
在
、

次
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
東

京
湾
に
新
た
な
漕
艇
場
を

建
設
す
る
予
定
と
な
っ
て

い
る
。
し
か

し
、
彩
湖
等

を
会
場
と
す

る
可
能
性
は

あ
る
と
考
え

る
が
、
現
状

は
ど
う
か
。

市
民
生
活
部

長　

現
在
の

戸
田
漕
艇
場

は
、
コ
ー
ス

数
や
幅
、
水

深
と
い
っ
た

点
で
国
際
規

格
を
満
た
さ
ず
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
開
催
は
難
し

い
。
ま
た
、
彩
湖
で
の
開

催
も
現
時
点
で
は
広
さ
が

足
り
な
い
。
し
か
し
、
拡

幅
工
事
等
を
行
え
ば
可
能

と
考
え
る
の
で
、
本
市
で

の
開
催
の
可
能
性
が
残
さ

れ
て
い
る
限
り
、
埼
玉
県

ボ
ー
ト
協
会
等
と
協
力
し

て
積
極
的
な
誘
致
を
行
い

た
い
。

議
員　
五
輪
会
場
に
な
れ

な
い
と
し
て
も
、
キ
ャ
ン

プ
地
や
練
習
会
場
と
し
て

の
可
能
性
も
あ
る
が
、
ど

う
か
。

市
民
生
活
部
長　
か
か
わ

り
は
さ
ま
ざ
ま
に
考
え
ら

れ
る
の
で
、
市
制
施
行
50

周
年
に
合
わ
せ
た
周
辺
の

環
境
整
備
や
聖
火
台
の
活

用
も
含
め
、
積
極
的
な
対

応
を
し
て
い
く
。

議
員　
か
か
わ
り
を
持
て

な
け
れ
ば
ボ
ー
ト
の
中
心

地
と
し
て
の
地
位
は
新
し

い
漕
艇
場
に
取
っ
て
か
わ

ら
れ
る
。「
ボ
ー
ト
の
ま

ち
戸
田
」
の
看
板
を
か
け

て
挑
戦
し
て
も
ら
い
た
い
。

▲ 1964 年東京オリンピック（戸田ボートコースと聖火台）

ボ
ー
ト
競
技
を
誘
致
せ
よ

「
可
能
性
の
あ
る
限
り
努
力
す
る
」

遠
藤 

英
樹 

議
員

東京五輪

建設事業の集中見直し
暮らし優先の市政へ

出生率アップと　　　
健康寿命の延伸を

日本共産党　花井 伸子　議員

戸田の会　酒井 郁郎　議員

「基金・市債の活用で両立図る」

「計画に沿って進めていく」

議
員　
公
共
施
設
の
再
整

備
が
単
年
度
に
集
中
し
過

ぎ
、
前
年
度
比
64
・
３
％
、

32
億
円
の
増
、
こ
れ
ら
に

伴
い
建
設
事
業
の
借
金
が

総
額
52
億
２
千
万
円
と
、

財
政
運
営
の
バ
ラ
ン
ス
を

欠
い
て
い
る
の
で
は
。

市
長　
公
共
施
設
等
整
備

基
金
や
地
方
債
の
適
正
な

活
用
で
財
政
負
担
の
平
準

化
を
図
り
、
他
の
市
民

サ
ー
ビ
ス
と
の
両
立
を
図

り
な
が
ら
実
施
し
て
い
る
。

議
員　
国
は
積
極
的
な
経

済
政
策
を
掲
げ
て
い
る

が
、
そ
の
成
否
に
関
係
な

く
「
戸
田
市
の
こ
と
は
我

ら
が
や
る
」
と
い
う
強
い

意
思
で
当
た
る
べ
き
。
教

育
・
子
育
て
支
援
や
町
並

み
整
備
な
ど
働
く
世
代
の

環
境
整
備
、
重
点
産
業
分

野
を
呼
び
込
む
産
業
振
興

策
に
加
え
、
出
生
率
ア
ッ

プ
と
健
康
寿
命
の
延
伸
を

強
く
打
ち
出
し
て
ほ
し
い
。

市
長　
計
画
の
中
で
将
来

を
見
据
え
検
討
し
て
い
く
。

消
費
税
の
公
共
施
設
使
用

料
等
へ
の
転
嫁
や
め
よ

子
育
て
支
援
・

高
齢
者
福
祉
の
充
実
を

子
育
て
支
援

と
高
齢
者
の

健
康
増
進
を

推
進
す
る
。

議
員　

放
課

後
学
習
の
充

実
、
学
童
保

育
と
連
携
を
。

ま
た
、
授
業

に
つ
い
て
い

け
な
い
児
童

へ
の
支
援
を
。

市
長　
「
と

だ
っ
子
学
習

ク
ラ
ブ
」
の

充
実
に
よ
り
学
習
支
援
を

行
っ
て
い
く
。

議
員　
小
中
一
貫
教
育
の

本
市
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
。
小

中
一
貫
校
設
立
に
つ
な
げ

て
も
ら
い
た
い
が
ど
う
か
。

市
長　
検
討
委
員
会
を
設

け
研
究
を
進
め
る
。

議
員　
出
産
・
育
児
の
支

援
と
し
て
、
産
後
ケ
ア
や

産
前
・
産
後
の
ボ
デ
ィ
ケ

ア
な
ど
、
利
用
者
の
視
点

に
立
っ
た
サ
ポ
ー
ト
を
。

市
長　
市
民
ニ
ー
ズ
に
耳

を
傾
け
支
援
し
て
い
く
。

議
員　
市
長
の
目
指
す
市

民
と
の
協
働
は
ど
の
程
度

の
も
の
か
。「
必
ず
参
加

機
会
を
つ
く
る
」「
す
べ

て
の
立
場
の
人
の
参
加
を

目
指
す
」
た
め
に
何
を
行

う
か
。

市
長　
施
策
の
計
画
策
定

段
階
か
ら
、
行
政
は
、
市

民
が
参
加
す
る
権
利
を
保

障
す
る
。
市
民
が
市
政
に

参
画
す
る
場
や
市
民
同
士

が
つ
な
が
る
場
を
つ
く
る
。

総括質問
議員は、毎年３月、６月、９月、12月に開く定例

市議会で、市政全般に対し質問をすることができま
す。これを「一般質問」といいます。
今定例会では、２月24日から３日間かけて、14

人の議員が一般質問を一問一答方式で行いました。
ここに掲げたのは、その質問・答弁の大要です。一
般質問の原稿は、質問者本人が執筆しております。
なお、一般質問の模様は、議会ホームページから

ごらんいただくことができます。

日
本
の
ボ
ー
ト
競
技
の

中
心
地
は
戸
田
だ
！

※

※ 協働…同じ目的のために、対等の立場で協力して、ともに働くこと。

▲スポーツセンターの使用料も値上げされました

とだ議会だより No.182

◀
出
生
率
ア
ッ
プ
に
向
け
た
取
り
組
み
を

一般質問一般質問
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一般質問

ス
を
見
て
対
応
す
る
。

議
員　
防
災
機
能
を
備
え

た
新
設
障
が
い
者
福
祉
施

設
２
カ
所
（
わ
か
く
さ
・

に
じ
の
杜
）
を
市
の
福
祉

避
難
所
に
指
定
し
て
は
。

危
機
管
理
監　
要
援
護
者

の
受
け
入
れ
施
設
と
し
て

協
定
締
結
を
進
め
る
。
備

蓄
品
も
相
談
す
る
。

加入率向上のため
　 推進計画の策定を
「町会の意見を聞き、検討する」

栗原 隆司 議員

町

　会
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た

　
　
　
　
　

  

英
語
教
育
を

「
国
際
社
会
で
活
躍
す
る 

と
だ
っ
子
を
育
成
」

細
田 

昌
孝 

議
員

教育改革

議
員　

町

会
は
最
も

身
近
な
住

民
組
織
で

あ
る
。
地

域
の
問
題
に
対
し
組
織
的

に
対
応
す
る
力
を
有
し
て

お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
通
し
て
、
地
域
づ
く
り

や
運
営
を
担
っ
て
い
る
。

近
年
著
し
く
低
下
し
た
町

会
加
入
率
向
上
の
た
め
の

推
進
計
画
を
策
定
し
て
は

ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長　
各
町
会

の
意
見
を
聞
い
た
上
で
、

加
入
率
向
上
の
た
め
の
推

進
計
画
の
策
定
を
検
討
し

て
い
く
。

議
員　
町
会
へ
の
支
援
策

と
し
て
、
町
会
運
営
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
は
ど

う
か
。

市
民
生
活
部
長　
先
進
地

の
事
例
を
研
究
し
、
46
町

会
全
体
の
参
考
と
な
る
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
こ

と
も
支
援
策
と
考
え
る
。

議
員　
町
会
と
も
密
接
な

関
係
に
あ
る
子
ど
も
会
の

加
入
率
が
激
減
し
て
い
る

現
状
を
ど
う
考
え
る
か
。

ま
た
、
今
後
、
行
政
が
ど

の
よ
う
な
方
法
で
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
い
く
の
か
。

こ
ど
も
青
少
年
部
長　
加

入
率
の
減
少
は
重
要
な
課

題
と
認
識
し
て
い
る
。
子

ど
も
会
育
成
連
合
会
の
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
を
も
と
に

行
政
が
で
き
る
支
援
策
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
自
治
基
本
条
例
制

定
に
お
け
る
町
会
、
子
ど

も
会
と
の
関
連
を
ど
う
考

え
る
か
。

総
務
部
長　
自
治
基
本
条

例
が
制
定
さ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
市
民
の
協
働
意

識
が
醸
成
さ
れ
、
町
会
、

子
ど
も
会
を
初
め
と
す
る

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
さ

ら
に
推
進
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。

議
員　
文

部
科
学
省

の
教
育
再

生
実
行
会

議
に
て
、

グ
ロ
丨
バ
ル
化
に
対
応
し

た
英
語
教
育
改
革
実
施
計

画
が
発
表
さ
れ
た
。
そ
れ

に
伴
う
本
市
の
対
応
は
。

教
育
部
長　
国
際
社
会
で

活
躍
で
き
る
児
童
生
徒
を

育
む
た
め
、
国
の
動
向
を

注
視
し
な
が
ら
、
本
市
の

特
色
で
あ
る
英
語
教
育
を

一
層
推
進
す
る
。

議
員　
２
０
２
０
年
の
東

京
五
輪
に
向
け
た
本
市
の

英
語
教
育
の
か
か
わ
り

は
。

教
育
長　
今
後
も
英
語
教

育
を
初
め
、
子
供
た
ち
が

学
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
十

分
に
活
か
し
、
積
極
的
に

東
京
五
輪
に
か
か
わ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
す
べ

て
の
教
育
を
し
っ
か
り
と

進
め
て
い
く
。

議
員　
国
の
研
究
委
嘱
を

受
け
続
け
て
い
る
こ
と
か

ら
、
英
語
教
育
の
先
進
市

と
し
て
、
国
へ
も
っ
と
ア

ピ
丨
ル
し
て
は
。

市
長　
今
後
も
全
国
の
先

進
市
と
し
て
、
一
層
研
究

を
進
め
、
国
際
社
会
で
活

躍
す
る
「
と
だ
っ
子
」
を

育
て
て
い
く
。

議
員　
国
際
社
会
で
活
躍

で
き
る
人
材
育
成
に
努
め

る
よ
う
要
望
す
る
。

無料クーポン券を制度
 として定着できないか

「平成30年度まで続ける」
三輪 なお子 議員

が
ん
検
診
対
策

議
員　

働

く
貧
困
層

「
ワ
ー
キ

ン
グ
プ
ア
」

は
全
国
で

１
千
万
人
を
超
え
、
そ
の

要
因
で
あ
る
非
正
規
雇
用

は
２
千
万
人
を
突
破
し

た
。
公
務
の
場
で
も
非
正

規
化
が
進
み
「
官
製
ワ
ー

キ
ン
グ
プ
ア
」
は
全
国
60

万
人
と
言
わ
れ
る
。
戸
田

市
の
非
正
規
職
員
の
人
数

と
多
い
部
署
は
。

総
務
部
長　
社
会
保
険
適

用
の
臨
時
・
非
常
勤
職
員

は
１
８
０
人
、
社
会
保
険

適
用
外
の
臨
時
・
パ
ー
ト

は
４
４
１
人
で
あ
る
。
多

い
の
は
保
育
園
、
医
療
セ

ン
タ
ー
、
学
校
で
あ
る
。

議
員　
正
規
職
員
と
の
賃

金
の
比
較
は
。

総
務
部
長　

臨
時
保
育

士
、
非
常
勤
図
書
館
司
書

は
年
収
２
５
０
万
円
、
正

規
職
と
の
差
は
大
卒
１
年

目
で
50
万
円
、
10
年
目
で

２
３
０
万
円
と
な
る
。

議
員　
非
正
規
は
経
験
に

よ
る
加
算
や
手
当
が
な
く

何
年
勤
め
て
も
収
入
は
ふ

え
な
い
。
国
家
資
格
が
あ

っ
て
も
身
分
は
不
安
定

だ
。
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上

の
点
か
ら
も
経
験
あ
る
人

材
の
確
保
は
重
要
で
あ

り
、
待
遇
の
改
善
を
図
れ

な
い
か
。

総
務
部
長　
賃
金
単
価
は

近
隣
市
よ
り
高
い
。
待
遇

改
善
は
近
隣
と
の
バ
ラ
ン

議
員　

厚

生
労
働
省

が
掲
げ
る
、

平
成
28
年

度
子
宮
頸

が
ん
検
診
、
乳
が
ん
検
診

受
診
率
50
％
の
見
込
み
に

つ
い
て
、
未
受
診
者
に
対

す
る
取
り
組
み
は
。
ま
た

新
た
に
20
歳
、
40
歳
に
な

る
人
に
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

は
配
布
さ
れ
る
の
か
。

福
祉
部
長　
無
料
ク
ー
ポ

ン
券
配
布
後
の
電
話
や
は

が
き
に
よ
る
受
診
勧
奨
、

次
年
度
対
象
年
齢
と
な
る

人
へ
の
お
知
ら
せ
な
ど
の

が
ん
検
診
対
策
を
推
進
し

て
い
く
。
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
結
果
、
28
年
度

に
は
、
受
診
率
50
％
の
目

標
が
達
成
で
き
る
見
込
み

で
あ
る
。

議
員　

胃
が
ん
患
者
の

95
％
以
上
が
ピ
ロ
リ
菌
に

感
染
し
て
い
る
。
ピ
ロ
リ

菌
除
菌
に
よ
る
胃
が
ん
予

防
策
に
市
民
の
関
心
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。
ピ
ロ
リ

菌
抗
体
検
査
の
有
用
性
に

対
す
る
考
え
は
。

福
祉
部
長　
新
し
い
情
報

を
正
確
に
伝
え
、
心
配
の

あ
る
人
が
積
極
的
に
検
査

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
推
奨

し
て
い
く
。

議
員　
ピ
ロ
リ
菌
抗
体
検

査
を
、
特
定
健
診
の
中
の

血
液
検
査
の
項
目
に
入
れ

た
り
、
大
腸
が
ん
無
料
ク

ー
ポ
ン
券
を
活
用
し
、
検

議
員　
国
の
電
子
行
政
オ

ー
プ
ン
デ
丨
タ
戦
略
に
お

い
て
、
高
度
情
報
通
信
ネ

ッ
ト
ワ
丨
ク
社
会
推
進
戦

略
本
部
が
設
置
さ
れ
た
。

こ
れ
に
伴
い
本
市
も
積
極

的
に
取
り
組
む
べ
き
で

は
。

総
務
部
長　
各
課
共
通
の

運
用
ル
ー
ル
を
つ
く
り
、

円
滑
な
オ
ー
プ
ン
デ
丨
タ

の
提
供
を
進
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

新
た
な
電
子
行
政

　
　
　

   

サ
ー
ビ
ス
を

特
定
健
診
と
同
時
に

　
ピ
ロ
リ
菌
検
査
を

市
で
働
く
非
正
規
職
員
の

　
　
　
　
　

 

待
遇
改
善
を

「
近
隣
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
て
対
応
す
る
」

岡
嵜 

郁
子 

議
員

官製ワーキングプア

▶
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
（
戸
田
市
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
）

▶
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
英
語
教
育
指
導
助
手
）
に

よ
る
授
業
の
様
子
（
美
笹
中
学
校
）

▶
福
祉
避
難
所
に
指
定
を

（
障
が
い
者
福
祉
施
設
「
わ
か
く
さ
」）

査
を
同
時
に
行
っ
て
は
。

福
祉
部
長　

現
時
点
で

は
、
が
ん
検
診
で
の
実
施

は
考
え
て
い
な
い
。
今
後

の
研
究
成
果
を
参
考
に
し

て
い
く
。

▲がん検診受診率 50％達成に向け
たイメージキャラクター

ロゴマーク▶
（提供 : 厚生労働省）　

Ｑ
既
存
住
宅
の
耐
震
化

に
補
助
金
の
拡
大
を
。

Ａ
検
討
す
る
。

※ オープンデータ…行政機関が持つ公共データなどを、著作権や特許などの規制を受けずに誰でも自由に利用できる形で、  
　　　　　　　　　 みずからホームページなどで公開する動き。

※

新
設
の
障
が
い
者

施
設
を
福
祉
避
難
所
に
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議
員　

コ

ミ
ュ
ニ
テ

ィ
Ｆ
Ｍ
は
、

地
元
の
情

報
を
市
民

に
提
供
す
る
地
域
情
報
の

発
信
と
し
て
の
役
割
と
、

災
害
時
に
は
地
域
に
と
っ

て
有
効
な
情
報
収
集
・
伝

達
の
手
段
と
し
て
の
役
割

が
認
め
ら
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
Ｆ
Ｍ
の
開
局
が
ふ
え

て
い
る
。
開
局
に
向
け
て

の
取
り
組
み
は
。

危
機
管
理
監　
東
京
都
周

辺
地
域
で
は
周
波
数

が
逼
迫
し
て
お
り
、

周
波
数
の
割
り
当
て

が
確
保
で
き
な
い
点

や
、
財
政
負
担
の
問

題
で
開
局
は
困
難
で

あ
る
。

議
員　
大
災
害
発
生

時
、
即
座
に
免
許
付

与
と
周
波
数
の
割
り

当
て
が
行
わ
れ
る「
臨

時
災
害
放
送
局
」
が

あ
る
が
、
本
市
で
も

検
討
し
て
は
ど
う
か
。

危
機
管
理
監　
災
害

ＩＳＯ９００１の取得に
　取り組んではどうか
「市民満足度を高めるよう努力する」

竹内 正明 議員

窓
口
サ
ー
ビ
ス

議
員　

市

役
所
の
職

員
は
、
さ

ま
ざ
ま
な

地
域
住
民

の
要
望
に
真
摯
に
応
え
て

い
る
。
し
か
し
一
方
で
、

窓
口
で
の
対
応
に
不
満
を

感
じ
て
い
る
と
の
声
を
聞

く
こ
と
が
あ
る
。「
窓
口

サ
ー
ビ
ス
」
に
対
す
る
市

民
か
ら
の
要
望
や
意
見
、

苦
情
な
ど
は
、
ど
の
よ
う

に
生
か
さ
れ
て
い
る
か
。

議
員　

戸

田
市
は
、

滞
納
整
理

す
る
場
合
、

納
期
ご
と

に
、本
税
、延
滞
金
、本
税
、

延
滞
金
と
充
当
し
て
い
く

た
め
、
本
税
が
な
か
な
か

減
ら
ず
、
滞
納
地
獄
に
な

っ
て
い
る
。
地
方
税
法
で

は
、
滞
納
し
た
税
金
を
払

う
場
合
、
延
滞
金
の
発
生

す
る
本
税
が
な
く
な
る
ま

で
、
本
税
に
充
当
し
、
本

税
の
滞
納
が
な
く
な
っ
て

か
ら
延
滞
金
に
充
当
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

さ
い
た
ま
市
、
川
口
市
、

蕨
市
、
新
座
市
な
ど
電
話

調
査
し
た
県
内
21
市
す
べ

て
で
、
本
税
優
先
で
滞
納

整
理
を
行
っ
て
い
た
。
ま

た
、
税
務
署
や
県
税
事
務

所
に
も
聞
い
た
が
、
す
べ

て
の
本
税
が
な
く
な
る
ま

で
本
税
に
充
当
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

戸
田
市
も
本
税
優

先
で
行
う
べ
き
で
は

な
い
か
。

財
務
部
長　
納
期
ご

と
に
滞
納
金
を
徴
収

す
る
こ
と
が
原
則
だ

と
考
え
て
い
る
。

議
員　
税
務
署
や
県

税
事
務
所
、
ほ
と
ん
ど
の

市
で
、
本
税
が
な
く
な
る

ま
で
本
税
優
先
で
充
当
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

方
向
で
検
討
し
て
も
ら
い

た
い
。

議
員　

市
庁
舎
は
夏
暑

く
、
冬
寒
い
。
冬
は
防
寒

着
を
着
て
、
夏
は
う
ち
わ

で
あ
お
ぎ
な
が
ら
働
い
て

い
る
職
員
も
い
る
。
健
康

と
に
つ
い
て
や
む
を
得
な

い
理
由
が
あ
る
と
認
め
た

場
合
に
延
滞
金
を
減
免
で

き
る
旨
の
規
定
を
定
め
た

②
相
談
業
務
の
中
で
、
該

当
す
る
人
に
、
適
切
に
情

報
提
供
を
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
市
民
と
の
情
報
格

差
を
生
ま
な
い
よ
う
、
減

免
等
を
定
め
た
要
綱
の
内

容
を
市
民
に
知
ら
せ
る
こ

と
は
必
要
で
あ
る
。
相
談

窓
口
に
、
張
り
紙
等
を
張

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

財
務
部
長　
今
後
の
課
題

と
し
た
い
。

議
員　
戸
田
ボ
ー
ト
コ
ー

ス
内
北
側
に
植
え
ら
れ
て

い
る
キ
ョ
ウ
チ
ク
ト
ウ
を

移
植
し
、
眺
め
の
よ
い
ボ

ー
ト
コ
ー
ス
に
な
る
よ
う

景
観
整
備
を
進
め
る
べ
き
。

都
市
整
備
部
長　
景
観
の

観
点
か
ら
、
調
査
研
究
を

進
め
て
い
き
た
い
。

議
員　
大
前
緑
地
「
ど
ん

ぐ
り
の
森
」
に
、
ト
イ
レ

設
置
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。
ト
イ
レ
の
設
置

は
で
き
な
い
か
。

環
境
経
済
部
長　
土
地
使

用
貸
借
期
間
が
あ
り
、
ト

イ
レ
な
ど
の
建
築
物
を
設

置
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

議
員　

市

税
の
延
滞

金
の
減
免

制
度
創
設

を
求
め
て

き
た
。
本
年
４
月
か
ら
制

度
の
運
用
を
始
め
る
に
当

た
り
、
次
の
点
に
つ
い
て

伺
う
。
①
制
度
を
設
け
た

目
的
は
②
市
民
に
制
度
の

周
知
を
し
っ
か
り
と
行
う

べ
き
で
は
な
い
か
。

財
務
部
長　
①
納
期
限
ま

で
に
納
税
し
な
か
っ
た
こ

臨
時
災
害
放
送
局
の

　
　
　
　検
討
を
始
め
よ

「
有
効
と
考
え
、研
究
を
進
め
る
」

馬
場 

栄
一
郎 

議
員

ＦＭ放送

政
策
秘
書
室
長　

市
民
か
ら
の
意
見

等
を
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
し
、
共
有
化

す
る
体
制
を
整
え

て
い
る
。
担
当
課

で
、
窓
口
サ
ー
ビ

ス
の
質
の
向
上
や

職
員
の
接
遇
に
反

映
さ
せ
て
い
る
。

議
員　

窓
口
サ
ー

ビ
ス
向
上
の
た
め
、

「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
」

の
取
得
に
取
り
組

ん
で
は
ど
う
か
。

総
務
部
長　
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
成
し
、
業
務
の
質
が

向
上
す
る
よ
う
進
め
て
い

る
。
今
後
も
業
務
の
効
率

化
を
図
り
、
市
民
満
足
度

を
高
め
る
よ
う
努
力
す

る
。

議
員　
全
庁
的
に
「
あ
い

さ
つ
運
動
」
な
ど
に
取
り

組
ん
で
は
ど
う
か
。
副
市

長
の
よ
う
な
元
気
な
あ
い

さ
つ
は
、
来
庁
し
た
人
を

元
気
に
す
る
と
考
え
る
。

副
市
長　
あ
い
さ
つ
は
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基

ボ
ー
ト
コ
ー
ス
の
キ
ョ

ウ
チ
ク
ト
ウ
の
移
植
を

市税の延滞金減免の
　　　　制度周知を

「該当する人に適切に情報提供する」
本田 哲 議員

収
税
行
政

夏
暑
く
、
冬
寒
い

庁
舎
空
調
の
改
善
を

▶
避
難
所
訓
練

本
税
優
先
で
行
え

「
納
期
ご
と
の
徴
収
が
原
則
」

望
月 

久
晴 

議
員

滞納整理

▶
戸
田
ボ
ー
ト
コ
ー
ス
北
側
の

　

キ
ョ
ウ
チ
ク
ト
ウ

大
前
緑
地
ど
ん
ぐ
り
の

森
に
ト
イ
レ
設
置
を

に
も
よ
く
な
く
、
労
働
効

率
も
悪
い
の
で
、
実
態
を

調
査
し
て
改
善
で
き
な
い

か
。

財
務
部
長　
耐
震
工
事
等

で
空
調
設
備
の
更
新
を
行

っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の

課
題
で
あ
る
北
側
・
南
側

の
温
度
格
差
を
和
ら
げ
る

装
置
を
導
入
す
る
と
と
も

に
、
各
所
で
温
度
調
整
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
。

▶
収
納
推
進
室
窓
口

発
生
時
の
情
報
発
信
の
手

法
と
し
て
有
効
と
考
え

る
。
必
要
な
資
機
材
や
費

用
、
周
波
数
利
用
に
関
す

る
事
務
手
続
の
研
究
を
進

め
る
。

議
員　
本
市
で
は
、
発
達

障
が
い
児
の
支
援
状
況
を

記
録
し
て
、
関
係
機
関
が

支
援
経
過
や
内
容
を
引
き

継
ぎ
な
が
ら
、
成
長
過
程

に
応
じ
た
一
貫
し
た
支
援

を
行
え
る
よ
う
相
談
支
援

フ
ァ
イ
ル
を
配
布
し
て
い

る
。
し
か
し
、
相
談
支
援

フ
ァ
イ
ル
に
は
、
県
が
作

成
し
た
「
サ
ポ
ー
ト
手
帳
」

と
市
が
作
成
し
た
「
と
だ

っ
子
フ
ァ
イ
ル
」
が
あ
る
。

ど
ち
ら
か
に
統
一
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

教
育
部
長　

今
後
、「
と

だ
っ
子
フ
ァ
イ
ル
」
の
よ

さ
を
踏
ま
え
、
県
の
「
サ

ポ
ー
ト
手
帳
」
を
基
本
に

一
本
化
し
、
活
用
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
考
え

る
。

「
サ
ポ
ー
ト
手
帳
」に

          

統
一
し
て
は

本
で
あ
り
、
力
が
湧
い
て

く
る
。
来
庁
者
が
気
持
ち

よ
く
帰
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
先
頭
に
立
っ
て

励
行
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
市
内
公
共
施
設
の

電
力
供
給
を
、
経
費
節
減

の
た
め
、
特
定
規
模
電
気

事
業
者
（
Ｐ
Ｐ
Ｓ
）
に
移

行
し
て
は
ど
う
か
。

財
務
部
長　
導
入
の
タ
イ

ミ
ン
グ
な
ど
、
さ
ら
に
検

討
す
る
。

公
共
施
設
の
電
力
供
給

◀
笑
顔
で
対
応
中

※ISO9001…製品やサービスの品質保証を通じて、顧客満足向上と品質マネジメントシステムの継続的な改善を実現する国際規格。

※
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の
に
部
署
が
ま
た
が
り
、

わ
か
り
づ
ら
い
。
全
体
像

を
説
明
し
、
意
見
を
受
け

付
け
、
対
応
を
見

え
る
化
し
て
は
。

都
市
整
備
部
長

　
議
員
提
案
を
参

考
に
研
究
・
検
討

す
る
。

議
員　
「
児
童
福

家庭保育室保育料軽減
 助成金のさらなる拡充を
「助成額の大幅な改善を図る」

石川 清明 議員

子
育
て
支
援

雇
用
の
安
定
に
必
要
で
は

「
国
の
制
度
へ
加
入
促
進
を
図
る
」

高
橋 

秀
樹 

議
員

中小企業退職金

議
員　

保

護
者
か
ら
、

認
可
保
育

園
と
家
庭

保
育
室
の

不
公
平
感
を
訴
え
る
声

や
、
よ
い
と
こ
ろ
を
考
慮

し
て
選
べ
る
よ
う
に
し
て

も
ら
い
た
い
と
訴
え
る
声

を
耳
に
す
る
。
し
か
し
、

保
育
料
の
差
額
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
戸
田
市
に

お
け
る
家
庭
保
育
室
保
育

料
軽
減
助
成
金
の
さ
ら
な

る
拡
充
の
取
り
組
み
は
。

こ
ど
も
青
少
年
部
長　
待

機
児
童
対
策
と
し
て
有
効

な
家
庭
保
育
室
保
育
料
軽

減
助
成
制
度
の
大
幅
な
見

直
し
を
図
り
、
25
年
度
予

算
と
比
べ
約
５
８
０
０
万

円
増
と
な
る
約
８
８
０
６

万
円
を
26
年
度
予
算
に
計

上
し
た
。
従
来
は
、
３
歳

未
満
児
を
持
つ
保
護
者
の

所
得
状
況
に
応
じ
て
３
階

層
に
分
け
助
成
額
を
決
定

し
て
い
た
が
、
よ
り
細
分

化
し
、
８
階
層
に
分
け
決

定
す
る
と
と
も
に
、
助
成

額
の
上
限
を
２
万
円
か
ら

議
員　

中

小
企
業
従

業
員
退
職

金
等
福
祉

共
済
制
度

（
中
退
共
）
は
、
従
業
員

の
定
着
化
に
よ
り
、
雇
用

の
安
定
、
従
業
員
の
福
利

厚
生
、
企
業
の
発
展
に
大

き
く
貢
献
し
て
き
た
。
ま

た
、
企
業
は
法
人
市
民
税

や
雇
用
の
提
供
で
、
戸
田

市
の
発
展
に
大
き
く
貢
献

し
て
き
た
。
中
小
企
業
は
、

情報提供・窓口の一元化と
　　　対応の見える化を
「よりよい方法を研究・検討する」

金野 桃子 議員

街

　灯

議
員　

市

内
の
街
灯

が
暗
い
と

の
声
が
多

い
が
、
設

置
状
況
と
対
応
状
況
は
。

都
市
整
備
部
長　
道
路
照

明
灯
は
都
市
整
備
部
が
担

当
。
基
準
等
に
基
づ
き
、

市
道
に
５
７
５
０
基
設
置
。

国
道
、
県
道
は
別
に
あ
る
。

市
民
生
活
部
長　
防
犯
灯

は
市
民
生
活
部
が
担
当
。

要
綱
等
に
基
づ
き
、
市
道
、

私
道
に
１
８
２
０
基
設
置
。

国
道
、
県
道
は
な
い
。

議
員　
同
じ
道
を
照
ら
す

議
員　

年

々
、
巧
妙

化
し
た
手

口
で
高
齢

者
を
狙
う

「
振
り
込
め
詐
欺
（
母
さ

ん
助
け
て
詐
欺
）」
が
ふ

高
齢
者
を
狙
う「
母
さ
ん

 

助
け
て
詐
欺
」へ
の
対
策
を

「
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
犯
罪
抑
止
に
努
め
る
」

手
塚 

静
枝 

議
員

振り込め詐欺

▶
振
り
込
め
詐
欺
被
害

　

防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
（
群
馬
銀
行
戸
田
支
店
前
）

▶
雇
用
の
安
定
、
福
利
厚
生
の
充
実
、

企
業
の
発
展
に
つ
な
が
る
支
援
は
必

要
で
す
！

５
万
８
千
円
に
変
更
し
て

認
可
保
育
園
の
保
育
料
並

み
の
負
担
額
と
な
る
よ
う

改
善
を
図
る
。

議
員　

経
験
者
で
あ
り
、

資
格
を
持
ち
な
が
ら
就
労

し
て
い
な
い
潜
在
保
育
士

は
、
全
国
で
57
万
人
い
る

と
さ
れ
て
い
る
。
即
戦
力

と
も
な
る
潜
在
保
育
士
の

再
就
職
支
援
の
現
状
と
取

り
組
み
は
。

こ
ど
も
青
少
年
部
長　
保

育
資
格
を
持
ち
保
育
現
場

を
離
れ
て
い
た
人
が

現
場
復
帰
し
や
す
い

よ
う
に
、
隔
日
勤
務

や
午
前
・
午
後
勤
務

な
ど
、
各
自
の
希
望

も
考
慮
し
た
働
き
や

す
い
勤
務
体
制
で
の

雇
用
形
態
を
考
え
て

い
き
た
い
。
さ
ら
に

現
場
復
帰
に
当
た
っ

て
の
不
安
解
消
の
た

め
、
担
当
課
の
保
育

士
等
に
よ
る
個
別
相

談
の
実
施
も
考
え
て

い
る
。

▼

保
護
者
に
よ
る
一
日
保
育
士
体
験
の
様
子

　
（
笹
目
川
保
育
園
）

個
別
で
退
職
金
制
度
の
制

定
は
難
し
い
。
本
市
の
中

退
共
は
５
０
７
社
、
８
３

０
０
人
が
加
入
し
て
い

た
。
①
中
退
共
を
廃
止
し

た
理
由
②
国
の
中
退
共
は

１
口
の
掛
金
が
高
く
、
企

業
の
負
担
が
大
き
い
③
公

益
財
団
法
人
や
他
市
と
共

同
で
運
営
は
で
き
な
い
か
。

環
境
経
済
部
長　
①
掛
金

積
み
立
て
と
市
の
補
助
で

運
用
し
て
い
た
が
、
運
用

利
回
り
が
悪
化
し
、
23
年

度
時
点
で
約
３
億
円
不
足

と
な
り
、
廃
止
す
る
こ
と

と
し
た
②
国
の
制
度
に
移

行
し
た
中
小
企
業
に
対

し
、
最
初
の
２
年
間
１
人

当
た
り
月
額
１
０
０
０
円

の
補
助
金
を
支
給
③
他
市

等
と
の
共
同
運
営
は
難
し

い
。

議
員　
①
総
合
評
価
方
式

で
は
、
地
元
企
業
が
落
札

す
る
こ
と
は
難
し
い
。
災

害
時
の
対
応
や
除
雪
等
で

は
、
地
元
の
建
設
業
者
や

土
木
業
者
が
頼
り
に
な

る
。
地
元
業
者
へ
の
配
慮

も
考
え
て
は
②
騒
音
や
悪

臭
、
水
質
汚
濁
等
の
公
害

を
出
し
た
企
業
は
減
点
を
。

財
務
部
長　
①
市
内
企
業

の
受
注
拡
大
が
図
れ
る
よ

う
、
地
域
要
件
を
設
け
一

般
競
争
入
札
を
実
施
。
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
い
、
市

内
の
下
請
け
を
選
定
し
た

場
合
は
、
評
価
し
て
い
る

②
法
令
違
反
と
な
ら
な
い

公
害
へ
の
減
点
は
困
難
。

公
共
工
事
と

地
元
企
業
の
育
成
は

祉
審
議
会(

戸
田
市
版
子

ど
も
・
子
育
て
会
議
）」

は
子
育
て
政
策
を
考
え
る

大
事
な
会
議
。
①
ニ
ー
ズ

調
査
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
結

果
は
。
土
日
や
託
児
つ
き

で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
追
加

開
催
を
②
保
護
者
の
声
を

政
策
に
反
映
を
③
児
童
福

祉
審
議
会
の
充
実
を
。

こ
ど
も
青
少
年
部
長　
①

ニ
ー
ズ
調
査
の
回
収
率
は

43
・
７
％
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

は
一
団
体
４
名
、
個
人
４

名
。
土
日
や
託
児
等
追
加

開
催
を
検
討
す
る
②
総
合

的
に
分
析
し
て
反
映
す
る

③
具
体
的
に
検
討
す
る
。

議
員　
デ
ー
タ
は
公
開
だ

け
で
な
く
、
活
用
さ
れ
る

こ
と
が
大
事
。
利
活
用
に

向
け
た
取
り
組
み
を
。

総
務
部
長　
今
後
は
オ
ー

プ
ン
デ
ー
タ
と
し
て
提
供

を
拡
大
し
、
利
用
し
や
す

い
環
境
整
備
を
進
め
る
。

「
子
ど
も
・

子
育
て
会
議
」

の
充
実
を

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の

　
利
活
用
に
向
け
て

防犯灯

防犯灯

道路照明灯

道路照明灯

道路照明灯
▲市道には「道路照明灯」と「防犯灯」

が混在し、それぞれの部署が管理
していますが、わかりづらいです。

え
続
け
て
い
る
。

　

本
市
も
、
詐
欺
被
害
防

止
・
啓
発
等
に
取
り
組
ん

で
い
る
が
、
被
害
に
遭
う

高
齢
者
が
後
を
絶
た
な
い
。

被
害
の
発
生
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
の
、
今
一
重
の
対

策
が
必
要
で
あ
る
。

　

市
内
の
全
高
齢
者
世
帯

を
訪
問
し
て
、
振
り
込
め

詐
欺
へ
の
注
意
喚
起
を
促

す
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

し
て
は
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長　
振
り
込

め
詐
欺
対
策
は
喫
緊
の
課

題
で
あ
り
、
警
察
と
協
力

し
犯
罪
抑
止
に
努
め
て
い

く
。
ま
た
、
全
高
齢
者
世

帯
を
訪
問
し
注
意
喚
起
を

促
す
こ
と
は
、
す
ぐ
に
は

難
し
い
が
、
現
在
実
施
し

て
い
る
民
生
委
員
に
よ
る

訪
問
活
動
の
中
で
、
関
係

部
署
と
調
整
し
、
効
果
的

な
被
害
防
止
対
策
を
実
施

し
て
い
く
。

議
員　
出
産
直
後
の
母
親

が
育
児
疲
れ
や
精
神
的
不

安
定
か
ら
、「
産
後
う
つ
」

や
児
童
虐
待
に
つ
な
が
る

ケ
ー
ス
が
発
生
し
て
い
る
。

　

国
も
「
産
後
ケ
ア
」
の

必
要
性
を
挙
げ
、
出
産
後
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
や
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
等
の
、
産
後
に

焦
点
を
当
て
た
「
産
後
ケ

ア
事
業
」
を
進
め
て
い
る
。

本
市
の
現
状
と
、
今
後
の

取
り
組
み
を
伺
う
。

福
祉
部
長　
産
後
う
つ
が

起
こ
り
や
す
い
２
カ
月
ま

で
に
、
こ
ん
に
ち
は
赤
ち

ゃ
ん
事
業
を
実
施
。
ま
た
、

家
事
・
育
児
支
援
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
事
業
で
、
母
親

の
心
身
の
負
担
軽
減
を
図

っ
て
い
る
。
宿
泊
・
日
帰

り
等
の
支
援
は
今
後
、
国

の
動
向
を
見
守
る
。

産
後
ケ
ア
事
業
の

　
　
　
　
　

 

実
施
を
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開
を
考
え
た
い
。
ま
た
、

当
月
分
に
加
え
翌
月
分
の

公
開
も
検
討
す
る
③
こ
ど

も
の
国
に
併
設
す
る
保
育

園
で
実
施
予
定
④
現
状
で

は
難
し
い
が
、
柔
軟
な
対

応
を
考
え
て
い
く
。

議
員　
本
市
の
英
語
教
育

は
、
国
の
方
針
を
先
取
り

し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
の
育
成
を
推
進
し
て

お
り
評
価
す
る
が
、
幾
つ

か
課
題
が
あ
る
。
①
市
英

語
教
育
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の

内
容
改
訂
を
②
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
へ
の
全
授
業
の
指
導

案
掲
載
を
③
中
学
校
に
お

け
る
一
層
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
活
用

を
④
論
理
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
育
成
を

⑤
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
の
効
果
測
定
の
導
入
を
。

教
育
部
長　
①
既
に
改
訂

を
進
め
て
い
る
②
適
切
に

実
施
し
て
い
る
た
め
、
す

べ
て
は
掲
載
し
な
い
③
研

究
を
進
め
て
い
る
④
今
後

も
進
め
て
い
く
⑤
現
在
研

究
し
て
い
る
。

議
員　

子

供
の
世
話

を
頼
め
る

ご
近
所
さ

ん
や
親
戚

が
い
な
い
専
業
主
婦
は
、

自
分
の
自
由
な
時
間
が
持

て
ず
に
育
児
ス
ト
レ
ス
を

抱
え
が
ち
で
あ
る
。
公
的

な
子
供
預
か
り
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
に
向
け
、「
一
時

保
育
」
の
土
曜
日
実
施
、

「
一
時
預
か
り
」
の
午
前

実
施
と
土
曜
日
実
施
を
し

て
は
ど
う
か
。

土曜日実施と
電話・ＦＡＸ受け付けを

「検討し対応を考える」
真木 大輔 議員

一
時
保
育

英
語
教
育
と
Ａ
Ｌ
Ｔ

こ
ど
も
青
少
年
部
長　
検

討
し
対
応
を
考
え
る
。

議
員　
一
時
保
育
に
つ
い

て
①
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ

る
受
け
付
け
を
②
受
け
付

け
状
況
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

公
開
を
③
新
設
園
で
の
実

施
は
④
利
用
回
数
枠
の
拡

大
や
柔
軟
な
運
用
を
。

こ
ど
も
青
少
年
部
長　
①

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い

②
民
間
保
育
園
の
分
も
公

▶
た
ま
に
は
お
子
さ
ん
を
預
け
て
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
を
（
笹
目
川
保
育
園
）

「地方議会をめぐるいくつかの課題
― 事例を通して見えてくるもの」
議員研修会を開催

川口、草加、蕨、戸田の４市で構成する「埼玉県市議会
第一区議長会」では、毎年、全議員を対象にして、政治、
経済など各界から講師を招き、研修会を開催しています。
本年は、１月１６日に、戸田市文化会館で、慶應義塾大
学教授の片山善博先生をお招きし、「地方議会をめぐるい
くつかの課題」をテーマに開催しました。
片山先生は、総務大臣や鳥取県知事など、多くの公職を
務められ、行政側として議会で答弁をする立場にあった経
験を踏まえ、「いかに議会を意義あるものにするか」「市民
に開かれた議会とは」など、事例を通して話されました。
ユーモアを交えた中に、耳の痛い話もありましたが、今
後の議会運営に役立つ大変有意義な研修会となりました。

総括質問において、「健康寿命」が話題に上っ
ています。ここでは、健康寿命について解説しま
す。なお、総括質問の大要は、８～ 10 ページに
掲載しております。

健康寿命とは、単なる生存ではなく、生活の質
を考慮し、「あと何年、自立して健康に生きられ
るか」を示した期間のことです。

健康寿命には、健康をどう捉えるかによって、
いろいろな考え方がありますが、埼玉県では、
65 歳に達した人が、介護保険制度の要介護度２
以上に認定された時点を障害発生時点と考えて、
それまでの期間を健康寿命としています。

戸田市は、県内の市町村の中で、健康寿命の順
位が男女ともに下位に低迷しており ( 平成 24 年 
男性＝ 15.71、女性＝ 18.96)、健康寿命の延
伸が喫緊の課題となっています。健康寿命を延ば
すためには、バランスのよい食生活や適度な運動、
十分に休息をとり、たばこやお酒を控えめにする
など、生活習慣を整えることが大切です。

Keyword
「健康寿命」とは？

※ 一時保育事業…市内認可保育園９園において、一日または半日の間、子供を預けられる事業。
※ 一時預かり事業…戸田公園駅前行政センター子育て広場において、理由を問わずに子供を時間単位で預けられる事業。

※

※
小
郡
市
立
図
書
館
は
、

指
定
管
理
者
に
よ
る
運
営

を
開
始
し
た
後
、
ス
ピ
ー

ド
感
の
あ
る
行
政
運
営
が

で
き
な
い
と
い
う
理
由

で
、
市
直
営
に
よ
る
運
営

に
戻
し
ま
し
た
。
主
な
事

業
と
し
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、

図
書
館
と
学
校
図
書
館
の

本
を
サ
ー
バ
ー
で
一
括
管

理
す
る
な
ど
、
学
校
図
書

館
と
連
携
を
図
っ
て
い
ま

す
。伊

万
里
市
民
図
書
館

は
、
建
設
か
ら
開
館
に
至

世
田
谷
区
で
は
、
世
田

谷
サ
ー
ビ
ス
公
社
が
、
太

陽
光
パ
ネ
ル
メ
ー
カ
ー
等

と
提
携
し
、
大
量
発
注
を

前
提
に
低
価
格
化
さ
れ
た

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を

販
売
す
る
「
世
田
谷
ヤ
ネ

ル
ギ
ー
」
に
取
り
組
ん
で

見
附
市
で
は
、
空
き
店

舗
を
活
用
し
、
健
康
運
動

教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

専
用
の
歩
数
計(

５
千
円)

を
購
入
し
て
も
ら
い
、
教

室
に
備
え
つ
け
ら
れ
た
パ

ソ
コ
ン
と
連
動
さ
せ
る
こ

と
で
、
運
動
メ
ニ
ュ
ー
の

図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
で

　
　
　
　
　

学
校
図
書
館
と
連
携

大
量
発
注
を
前
提
に
、
太
陽
光

　
　

発
電
シ
ス
テ
ム
を
低
価
格
化

情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た

　
　
　
　
　
　
　

健
康
運
動
教
室

る
ま
で
、
市
民
と
一

緒
に
図
書
館
づ
く
り

を
進
め
ま
し
た
。
主

な
事
業
と
し
て
、
移

動
図
書
館
を
巡
回
さ

せ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
と
も
に
、
保
育
園

な
ど
で
お
は
な
し
会

を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
意
見
・
感
想
】

小
郡
市
が
取
り
組

ん
で
い
る
学
校
図
書

館
と
の
連
携
は
、
指

定
管
理
者
に
よ
る
運

営
で
は
難
し
い
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
ま

い
て
、
世
田
谷
区
も
、
積

極
的
に
宣
伝
を
行
う
な
ど
、

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
し
た
。

【
意
見
・
感
想
】

既
築
の
戸
建
て
住
宅
に

普
及
す
る
際
の
課
題
等
を

認
識
し
ま
し
た
。

作
成
や
運
動
の
成
果
を
記

録
し
て
い
ま
す
。
将
来
的

に
は
、
医
療
費
の
適
正
化

も
期
待
で
き
ま
す
。

【
意
見
・
感
想
】

本
市
で
も
、
空
き
店
舗

や
公
共
施
設
の
一
部
を
活

用
し
て
、
実
施
で
き
る
取

▲

１
月
15
日　

世
田
谷
区
役
所
に
て

▲

１
月
17
日　

見
附
市
役
所
に
て

19

し
た
。

伊
万
里
市
は
、
市
民
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援
も

あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報

が
図
書
館
に
集
ま
っ
て
く

る
印
象
が
あ
り
ま
し
た
。

文
教
・
建
設
委
員
会

福
岡
県
小
郡
市
／
佐
賀
県
伊
万
里
市◀

１
月
28
日　

伊
万
里
市
民
図
書
館
に
て

市
民
生
活
委
員
会

健
康
福
祉
委
員
会

東
京
都
世
田
谷
区

新
潟
県
見
附
市

とだ議会だより No.182

委
員
会
視
察
レ
ポ
ー
ト

閉
会
中
に
実
施
し
た
視
察
に
つ
い
て
、
各
委
員
長
か
ら
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

り
組
み
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
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とだ議会だより No.182とだ議会だより No.182

総
務
常
任
委
員
会
で
は
、

年
間
活
動
テ
ー
マ
を
「
自

治
基
本
条
例
」「
防
災
へ
の

取
り
組
み
」「
公
共
施
設
の

適
正
な
管
理
・
運
営
」
の

３
点
と
決
定
し
、
先
進
自

治
体
の
取
り
組
み
等
を
調

査
研
究
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、「
防
災
へ
の
取

り
組
み
」
に
つ
い
て
は
、

よ
り
効
果
的
と
考
え
ら
れ

る
施
策
等
を
提
言
書
と
し

て
取
り
ま
と
め
、
執
行
部

に
提
出
し
ま
し
た
。

提
言
書
で
は
、
特
に
検

討
し
て
も
ら
い
た
い
４
点

の
施
策
に
つ
い
て
、
提
言

を
行
い
ま
し
た
。
主
な
内

容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
提
言
１ 

危
機
回
避
（
シ
ェ

イ
ク
ア
ウ
ト
型
）
訓
練
の
さ

ら
な
る
充
実
】

　

危
機
回
避
（
シ
ェ
イ
ク

ア
ウ
ト
型
）
訓
練
は
、
簡

易
的
で
あ
り
、
有
効
性
の

あ
る
訓
練
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
を
活
用
し
、
全

市
民
を
巻
き
込
ん
だ
一
斉

的
な
防
災
訓
練
に
つ
い
て
、

手
法
等
を
検
討
す
る
こ
と
。

【
提
言
２ 

防
災
訓
練
の
あ
り

方
や
指
定
避
難
所
の
定
期
的

な
点
検
等
】

現
在
の
防
災
訓
練
、
特

に
学
校
で
実
施
さ
れ
て
い

る
訓
練
は
、
机
の
下
に
潜

り
、
防
災
頭
巾
を
か
ぶ
る

こ
と
な
ど
が
行
わ
れ
て
い

る
が
、
東
京
湾
北
部
地
震

（
震
度
６
強
の
想
定
）
が

発
生
し
た
場
合
、
そ
の
方

法
で
身
の
安
全
が
確
保
で

き
る
か
疑
問
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
従
来
の
防
災
訓
練

に
捉
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

状
況
に
即
し
た
訓
練
を
検

討
す
る
こ
と
。
ま
た
、
災

害
発
生
直
後
に
指
定
避
難

所
が
す
ぐ
に
使
え
る
よ
う
、

日
ご
ろ
か
ら
点
検
等
を
実

施
し
、
必
要
な
処
置
を
講

ず
る
こ
と
。

【
提
言
３ 

福
祉
避
難
所
指
定

の
拡
充
】

現
在
、
災
害
時
要
援
護

者
が
避
難
で
き
る
福
祉
避

難
所
は
、
本
市
で
は
２
カ

所
指
定
さ
れ
て
い
る
。
市

域
を
考
慮
し
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
等
を
新
た
に

福
祉
避
難
所
に
指
定
す
る

な
ど
、
拡
充
に
つ
い
て
検

討
す
る
こ
と
。

【
提
言
４ 

協
定
の
拡

充
に
よ
る
災
害
対
策

の
充
実
】

本
市
に
お
い
て

も
、
災
害
発
生
時

に
お
け
る
協
定
と

し
て
、
他
の
自
治

体
や
民
間
企
業
等

と
の
締
結
を
進
め

て
い
る
が
、
さ
ら

に
拡
充
し
、
災
害

対
策
の
充
実
を
図

る
こ
と
。
具
体
的

に
は
、
国
の
機
関

や
、
保
育
業
務
の

継
続
性
の
観
点
か

ら
、
民
間
保
育
所

と
の
協
定
、
ま
た
、

保
育
所
間
で
の
相

互
協
定
の
締
結
、

さ
ら
に
、
本
市
の
地
域
性

も
考
慮
し
、
倉
庫
業
者
と

の
協
定
を
締
結
す
る
な
ど
、

幅
広
い
分
野
で
の
協
定
に

つ
い
て
、
有
効
と
考
え
ら

れ
る
も
の
は
、
積
極
的
に

検
討
す
る
こ
と
。

こ
の
ほ
か
、
他
の
年
間

活
動
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、

「
自
治
基
本
条
例
」
で
は
、

委
員
会
に
お
い
て
、
執
行

部
と
の
意
見
交
換
や
調
査

研
究
を
重
ね
た
結
果
、
全

議
員
に
よ
る
共
通
認
識
が

必
要
で
あ
る
と
の
認
識
に

至
り
、
全
員
協
議
会
を
開

催
し
、
自
治
基
本
条
例
の

骨
子
案
に
つ
い
て
の
説
明

を
受
け
、
議
員
の
意
識
醸

成
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、

平
成
26
年
度
に
つ
い
て
は
、

「
公
共
施
設
の
適
正
な
管

理
・
運
営
」
を
中
心
に
、

調
査
研
究
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

【
戸
田
市
は
若
い
ま
ち　

将
来
は
？
】

戸
田
市
は
、
平
成
25
年

１
月
１
日
現
在
、
平
均
年

齢
が
39
・
６
歳
と
埼
玉
県

で
一
番
低
く
、「
若
い
人
が

多
く
、
活
気
あ
ふ
れ
る
ま

ち
」
で
す
。

し
か
し
、
戸
田
市
政
策

研
究
所
の
研
究
に
よ
る

と
、
２
０
３
５
年
の
老
年

人
口
が
約
３
万
５
千
人
と

推
計
さ
れ
て
お
り
、

２
０
０
５
年
比
増
加
率
で
は
、

全
国
第
10
位(

１
４
９・６
％)

に
ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
同
年
の
高
齢

化
率
は 

27
％
に
達
す
る
と

推
計
さ
れ
ま
す
。

「
高
齢
者
の
方
々
の
た
め

に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
貢
献
さ

せ
る
」
と
の
思
い
で
、
以

下
提
言
す
る
も
の
で
す
。

【
提
言
１ 

戸
田
市
緊
急
時
連

絡
シ
ス
テ
ム
の
利
用
促
進
】

緊
急
時
連
絡
シ
ス
テ
ム

は
、
65
歳
以
上
の
ひ
と
り

暮
ら
し
の
人
な
ど
に
、
緊

急
発
信
が
で
き
る
装
置
を

貸
与
す
る
シ
ス
テ
ム
。
平

常
時
で
も
相
談
に
対
応
す

る
機
能
を
備
え
て
い
る
こ

と
か
ら
、
本
シ
ス
テ
ム
の

利
用
者
を
広
げ
て
い
く
こ

と
を
提
言
す
る
。

【
提
言
２ 

高
齢
者
の
顔
が
見

え
る
シ
ス
テ
ム
の
導
入
】

島
根
県
奥
出
雲
町
で

は
、
テ
レ
ビ
電
話
端
末
と

高
齢
者
の
生
活
を
豊
か
に
す
る

　
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
活
用
を
提
言

よ
り
効
果
的
な
防
災
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　

施
策
等
を
提
言

委員会は、議案や請願の審査のほかに、所管の範囲で調査事件を
定め、市政に関する調査活動を行うことができます。本市議会では、
常任委員会ごとに具体的な年間活動テーマを決め、原則、毎月１回委
員会を開催し、行政に対して政策提言を積極的に行っています。

総
務
委
員
会

健
康
福
祉
委
員
会

 

平成２６年３月 戸田市議会総務常任委員会 

 

 

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
、「
高
齢
者
の
顔
が
見
え

る
シ
ス
テ
ム
」
を
構
築
し

て
い
る
。
同
シ
ス
テ
ム
は

「
お
は
よ
う
タ
ッ
チ
」
の
機

能
が
あ
り
、
簡
単
な
操
作

で
１
日
１
回
メ
ー
ル
通
知

が
で
き
「
家
族
が
安
心
で

き
る
」
シ
ス
テ
ム
で
も
あ

る
。
戸
田
市
に
お
い
て
も

同
様
の
シ
ス
テ
ム
の
導
入

を
提
言
す
る
。

【
提
言
３ 

情
報
通
信
技
術
を

活
用
し
た
健
康
運
動
教
室
の

実
施
】

新
潟
県
見
附
市
で
は
、

空
き
店
舗
を
活
用
し
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
健

康
運
動
教
室
を
実
施
し
て

い
る
。
空
き
店
舗
や
、
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・
福
祉

保
健
セ
ン
タ
ー
の
一
部
を

活
用
し
た
、
健
康
運
動
教

室
の
実
施
を
提
言
す
る
。

年
間
活
動
テ
ー
マ
と
並

行
し
、
口
腔
の
健
康
か
ら

全
身
の
健
康
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
「
戸
田
市
歯
科

口
腔
保
健
の
推
進
に
関
す

る
条
例
」
の
制
定
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

議
会
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ

メ
ン
ト
に
寄
せ
ら
れ
た
意

見
と
し
て
、「
唾だ

液え
き
の
分ぶ
ん

泌ぴ
つ

が
減
少
す
る
症
状
を
伴
う

難
病
」
で
苦
し
む
方
か
ら
、

口
腔
ケ
ア
の
充
実
に
つ
い

て
要
望
す
る
も
の
な
ど
４

件
あ
り
ま
し
た
。

本
条
例
で
は
、
３
つ
の

基
本
理
念
を
定
め
て
お
り

ま
す
。
①
歯
科
疾
患
予
防

と
、
早
期
発
見
・
早
期
治

療
の
促
進
②
妊
娠
期
や
乳

幼
児
期
か
ら
高
齢
期
ま
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
お
け

る
特
性
に
応
じ
た
歯
科
口

腔
保
健
の
推
進
③
保
健
、

医
療
、
社
会
福
祉
、
労
働

衛
生
、
教
育
そ
の
他
関
連

分
野
の
施
策
の
連
携
を
図

る
、
総
合
的
な
歯
科
口
腔

保
健
の
推
進

こ
れ
ら
の
理
念
に
基
づ

き
、
市
の
歯
科
口
腔
保
健

施
策
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
い
く
条
例
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

25年度 常任委員会の年間活動成果

▲ 25年５月９日　静岡県地震防災センターにて
▲ 25年12月10日　蕨戸田歯科医師会と一緒に

とだ議会だより No.182とだ議会だより No.182

戸
田
市
歯
科
口
腔
保
健
の

推
進
に
関
す
る
条
例
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とだ議会だより No.182とだ議会だより No.182

市
民
生
活
常
任
委
員
会

で
は
、
平
成
25
年
度
の
年

間
活
動
テ
ー
マ
を
「
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
環
境
に
配
慮

し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
」
と
定
め
、
主
に
太
陽

光
発
電
の
普
及
策
を
中
心

に
調
査
研
究
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

他
市
の
先
進
事
例
に
つ

い
て
、
情
報
収
集
す
る
と

と
も
に
先
進
地
へ
の
視
察

も
実
施
し
た
上
で
、
本
市

が
取
り
組
む
べ
き
施
策
に

つ
い
て
協
議
を
行
い
、
そ

の
成
果
と
し
て
、「
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
環
境
に

配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
た
提
言
」
を
ま
と
め
、

執
行
部
に
提
出
し
ま
し
た
。

市
域
が
狭
く
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
の
設
置
が
難
し
い
本

市
に
太
陽
光
発
電
を
普
及

さ
せ
る
に
は
、
建
物
の
屋

根
を
最
大
限
活
用
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
提

言
は
、
建
物
を
住
宅
、
事

業
所
、
公
共
施
設
の
３
つ

太
陽
光
発
電
の
活
用
と
環
境
に

配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
普

及
策
を
ま
と
め
る
な
ど
、

５
項
目
に
わ
た
り
ま
す
。

　

提
言
項
目
の
要
旨
は
次

の
と
お
り
で
す
。

【
提
言
１ 

住
宅
へ
の
太
陽
光

発
電
の
普
及
策
】

①
太
陽
光
発
電
の
導
入

検
討
時
か
ら
設
置
後
ま
で
、

ト
ー
タ
ル
で
サ
ポ
ー
ト
す

る
総
合
相
談
窓
口
を
設
置

す
る
こ
と
。

②
太
陽
光
パ
ネ
ル
メ
ー

カ
ー
や
設
置
業
者
等
と
連

携
し
て
一
括
発
注
す
る
な

ど
、
太
陽
光
発
電
の
低
価

格
化
を
図
る
こ
と
。

③
都
市
整
備
部
と
連
携

し
、
集
合
住
宅
や
建
て
売

り
住
宅
の
開
発
計
画
等
が

出
さ
れ
た
際
に
、
太
陽
光

発
電
の
普
及
啓
発
を
積
極

的
に
行
う
こ
と
。

【
提
言
２ 

事
業
所
へ
の
太
陽

光
発
電
の
普
及
策
】

①
太
陽
光
発
電
の
「
屋

根
貸
し
」
に
つ
い
て
、
屋

根
を
貸
し
て
賃
料
収
入
を

得
た
い
事
業
所
と
、
屋
根

を
借
り
た
い
発
電
事
業
者

を
募
集
し
、
両
者
の
マ
ッ

チ
ン
グ
を
行
う
こ
と
。

②
自
己
負
担
で
太
陽
光

発
電
を
導
入
す
る
事
業
所

に
は
、
住
宅
へ
の
普
及
策

で
提
案
し
た
低
価
格
化
さ

れ
た
太
陽
光
発
電
が
導
入

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

③
屋
根
貸
し
と
自
己
負

担
と
で
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ

メ
リ
ッ
ト
が
異
な
る
太
陽

光
発
電
の
導
入
方
法
に
関

し
、
事
業
所
が
最
適
な
選

択
が
で
き
る
よ
う
、
住
宅

へ
の
普
及
策
で
提
案
し
た

総
合
相
談
窓
口
で
、
相
談

を
受
け
付
け
る
こ
と
。

【
提
言
３ 

公
共
施
設
へ
の
太

陽
光
発
電
の
導
入
】

①
太
陽
光
発
電
を
導
入

し
て
い
な
い
公
共
施
設
に

つ
い
て
、
耐
震
性
や
採
算

性
等
の
観
点
か
ら
、
導
入

が
可
能
か
ど
う
か
の
調
査

を
行
う
こ
と
。

②
調
査
結
果
に
基
づ
き
、

太
陽
光
発
電
が
導
入
可
能

な
公
共
施
設
に
は
、
計
画

的
に
導
入
を
進
め
る
こ
と
。

【
提
言
４ 

充
電
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
に
よ
る
電
気
自
動
車
の

普
及
促
進
】　

電
気
自
動
車
の
充
電
設

備
を
、
公
共
施
設
に
増
設

す
る
ほ
か
、
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
等
の
集
客
施

設
に
も
設
置
を
促
し
、
市

内
全
域
で
充
電
イ
ン
フ
ラ

を
整
備
し
、
電
気
自
動
車

の
普
及
を
促
進
す
る
こ
と
。

【
提
言
５ 

蓄
電
池
の
普
及
促

進
】エ

ネ
ル
ギ
ー
使
用
の
効

率
化
と
い
う
観
点
か
ら
、

蓄
電
池
を
、
太
陽
光
発
電

と
セ
ッ
ト
に
し
て
普
及
を

促
進
す
る
こ
と
。

市
民
生
活
委
員
会

文
教
・
建
設
委
員
会

▶
３
月
４
日　

環
境
経
済
部
へ

　

提
言
書
を
提
出

委 員 会 名
総 　 　 務
文 教・建 設
健 康 福 祉
市 民 生 活

委 員 長
馬場栄一郎
斎 藤 直 子
遠 藤 英 樹
手 塚 静 枝

副 委 員 長
本 田　哲
花 井 伸 子
岡 嵜 郁 子
熊 木 照 明

石 川 清 明
三輪なお子
金 野 桃 子
中 山 祐 介

榎 本 守 明
真 木 大 輔
峯 岸 義 雄
細 田 昌 孝

委 員
酒 井 郁 郎
三 浦 芳 一
竹 内 正 明
伊 東 秀 浩

山 崎 雅 俊
秋 元 良 夫
高 橋 秀 樹
望 月 久 晴

栗 原 隆 司
石 井 民 雄

常任委員会メンバー

▶総務委員会
①自治基本条例　
②防災への取り組み　
③公共施設の適正な管理・運営

▶文教・建設委員会
①安全で快適な都市整備について　
②児童生徒を取り巻く教育環境について

▶健康福祉委員会
①スマートウエルネスシティの
　取り組みについて

▶市民生活委員会
①地域コミュニティの活性化と
　市民活動支援について

常任委員会
年間活動テーマ26

年度

当
委
員
会
は
、
図
書
館

を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場

と
し
て
人
が
集
う
場
所
に

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
の
考
え
か

ら
、
講
師
を
招
い
て
の
講

演
会
と
市
民
に
よ
る
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
を
、
ク
リ
ス

マ
ス
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
企

画
し
、
昨
年
12
月
21
日
に

市
立
図
書
館
で
開
催
し
ま

し
た
。

当
日
回
収
し
た
ア
ン
ケ

ー
ト
に
は
、
今
ま
で
の
概

念
に
と
ら
わ
れ
ず
、
市
民

が
楽
し
く
過
ご
す
ス
ペ
ー

ス
や
時
間
づ
く
り
を
第
一

に
考
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
す
る
改
革
は
必

要
で
あ
る
と
の
意
見
や
、

老
い
も
若
き
も
集
う
こ
と

の
で
き
る
広
場
づ
く
り
を

し
て
ほ
し
い
と
の
意
見
な

ど
、
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者

か
ら
多
く
の
意
見
や
感
想

を
い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
の
意
見
な
ど
を
今

後
の
図
書
館
運
営
の
参
考

と
し
て
も
ら
う
よ
う
、
ア

ン
ケ
ー
ト
を
教
育
委
員
会

へ
提
出
し
ま
し
た
。

委
員
会
活
動
レ
ポ
ー
ト

イ
ベ
ン
ト
参
加
者
か
ら
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
教
育
委
員
会
へ
提
出

区 　 　 　 分

議 会 運 営 委 員 会

正  副  委  員  長 氏 名
正

伊　　東

石　　井

三　　浦

秋　　元

金　　野

手　　塚

中　　山

副
手　　塚

手　　塚

遠　　藤

本　　田

三　　輪

秋　　元

峯　　岸

岡　　嵜

中　　山

伊　　東

馬　　場

金　　野

細　　田

熊　　木

馬　　場

榎   　 本

金　　野

榎　　本

本　　田

細　　田

岡　　嵜

石　　井

本　　田

酒　　井

三　　輪

高　　橋

竹　　内

真　　木

石　　川

竹　　内

三　　浦

峯　　岸

花　　井

斎　　藤

竹　　内

遠　　藤

真　　木

秋　　元

細　　田

望　　月

酒　　井

斎　　藤

伊　　東

斎　　藤

栗　　原

岡　　嵜

秋　　元

熊　　木

望　　月

榎　　本

望　　月

真　　木

栗　　原

手　　塚

花　　井

三　　浦

石　　川

石　　井

酒　　井

栗　　原

交 通 対 策

議 会 改 革

議 会 広 報

競 艇 組 合 議 会
( 議 長 ： 熊 木 )

衛生センター組合議会
（ 議 長 ： 馬 場 ）

特
別
委
員
会

一
部
事
務
組
合

役職一覧表 監査委員　三浦

会議内容の充実や円滑な会議の進行を目的とし
て、戸田市議会が行うすべての会議において、
議員と職員を対象に、タブレット端末やパーソ
ナルコンピューターの使用を認めることになり
ました。今後、電源の確保や通信方法など、議
場等における利用環境の整備を進めるととも
に、予算書や議案書などのペーパーレス化に向
けて議論を重ねていきます。

議会改革特別委員会

タブレット端末などの使用が可能に！

▶
４
月
17
日　

教
育
委
員
会
へ
提
出
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とだ議会だより No.182就任あいさつ

「幸せを実感できるまち とだ」の実現に向けて

このたび、要職に就かせていただくことになり、まことに
身に余る光栄であると同時に、責任の重さを痛感いたしてお
ります。

戸田市議会では、議会基本条例に基づいて、議会改革に全
力で取り組んでおります。より一層開かれた議会を目指して、
市民の皆様との協働をさらに進めるとともに、議会基本条例
の実効性を上げ、政策や今後のビジョンなどについて議員間
で議論を交わし、政策提言を積極的に行うよう努めてまいり
ます。

また、本年２月から、議場などに議員が情報通信機器を持
ち込むことができるようになりました。今後とも情報通信機
器の利活用について調査研究を進め、合意形成を図った上で、
将来的に環境に配慮したペーパーレスの議会を目指す所存で
あります。

引き続き「幸せを実感できるまち とだ」の実現に向け、満
身の力を込めて取り組んでまいりますので、今後とも、皆様
方のお力添えを賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

（
掲
載
し
た
写
真
を
差
し
上
げ
ま
す
。
詳
し
く
は
議
会
事
務
局
ま
で
）

本
紙
は
環
境
に
配
慮
し
、
再
生
紙
と
「
大
豆
油
イ
ン
キ
」
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

24

は
一
年
の
う
ち
で

一
番
よ
い
季
節
！

花
が
咲
き
、
木
々
が
若
草

色
に
染
ま
り
、
生
命
の
息

吹
を
感
じ
ま
す
。
前
期
高

齢
者
と
な
っ
た
今
、
季
節

の
移
り
変
わ
り
と
、
早
さ
に
敏
感
と
な
り
ま

す
。
も
う
一
年
、
編
集
長
を
務
め
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。             （
良
）

議
会
議
員
に
な
る
前
は
何
の
気
な
し
に

読
ん
で
い
た
「
と
だ
議
会
だ
よ
り
」。
こ

れ
か
ら
は
議
員
と
し
て
編
集
に
携
わ
る
こ
と

が
で
き
て
う
れ
し
い
で
す
。
一
読
者
と
し
て

読
ん
で
い
た
こ
ろ
の
気
持
ち
を
大
切
に
、
皆
さ

ん
に
議
会
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
お
伝
え
で
き

る
よ
う
頑
張
り
ま
す
！                            （
桃
）

と
し
の
冬
は
厳
し
い
寒
さ
で
し
た
が
、

３
月
後
半
か
ら
一
気
に
暖
い
春
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
４
月
か
ら
消
費
税
が

増
税
に
な
り
、
家
計
は
厳
し
い
春
を
迎
え
ま
し

た
。
家
計
に
本
当
の
春
は
い
つ
来
る
の
で
し
ょ

う
か
。                                          （
望
）

に
取
っ
て
、
一
人
で
も
多
く
の
方
に
読

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
わ
か
り
や
す

い
紙
面
づ
く
り
に
頑
張
り
ま
す
。
今
号
の
議

会
だ
よ
り
は
、
ど
う
で
し
た
で
し
ょ
う
か
？

ほ
ぼ
合
格
で
し
ょ
う
か
？
皆
様
の
反
応
が
気

に
な
り
ま
す
が
、
終
わ
り
ま
で
読
ん
で
い
た

だ
け
る
紙
面
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
！  （
静
）

り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
２
月
中
旬
の
記

録
的
な
大
雪
に
よ
り
各
地
で
大
き
な
被

害
が
出
ま
し
た
。
市
内
で
も
積
雪
に
よ
り
駐

車
場
の
屋
根
が
倒
壊
し
た
り
、
樹
木
の
倒
木

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
雪
か
き

を
し
て
、
雪
国
の
生
活
の
大
変
さ
を
身
に
し

み
て
実
感
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
（
民
）

気
投
合
し
た
２
人
で
、
近
所
の
公
園
に

ラ
ジ
オ
を
持
ち
込
ん
で
始
め
て
か
ら
丸

１
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
そ
う
！
ラ
ジ
オ
体

操
で
す
。
土
日
や
元
旦
も
休
ま
ず
、
雨
の
日

は
家
の
中
で
、
出
張
に
は
小
型
ラ
ジ
オ
持
参

で
。
継
続
は
力
な
り
！
少
し
元
気
が
増
し
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
始
め
て
み
ま

せ
ん
か
？　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
（
雅
）

私は、４月から６年生になりました。最高学年として、
戸田第一小学校を力強く引っ張っていけるよう頑張り
たいです。この「とだ」という字には、そんな決意の
思いも込めて、始筆を力強く、大きく伸び伸びと書く
ように意識して書きました。私は習字が大好きなので、
題字が選ばれたことがとてもうれしいです。

戸田第一小学校　６年　　吉
よし

房
ふさ

　つばさ

〒 335-8588　戸田市上戸田 1 丁目 18 番 1 号
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こ手振意 市

▲私たちがつくっています　

題字を書いてくれた人

議長　山崎 雅俊 副議長　高橋 秀樹

６
月
６
日　
本
会
議

               （
議
案
説
明
）

６
月
13
日　

本
会
議
（
質
疑
）　

　
　
16
日　

　
　
17
日　

　
　
18
日　

　
　
19
日

　
　

20
日　

常
任
委
員
会　
　

　
　

23
日　

特
別
委
員
会　
　

　
　
27
日　
本
会
議

               （
討
論
・
採
決
）　

※
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

議
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

議
会
事
務
局
☎
４
４
１ 

・ 

１
８
０
０

（
内
線
５
２
３・５
２
４・５
４
３
）

本
会
議

（
一
般
質
問
）

６
月
定
例
会
の
予
定

★前号の訂正★
第181号６ページ中、「みなし仮説住宅」は誤りで、正しくは「み
なし仮設住宅」ですので、訂正し、お詫び申し上げます。

議会日誌

１
月

２
月

３
月

  8 日　議会改革特別委員会
15 日　文教・建設委員会／市民生活委員会視察
16 日　議会広報委員会／一区議長会議員研修会／
　 　 　 議会運営委員会
17 日　市民生活委員会／健康福祉委員会視察／
　 　 　 兵庫県姫路市議会視察来庁
20 日　議会モニター委嘱状交付式／広島県三次市議会視察来庁
21 日　県南都市問題協議会環境問題研究部会視察
22 日　議会広報委員会
23 日　県南都市問題協議会都市計画・交通問題研究部会視察
24 日　戸田競艇組合議会周辺対策特別委員会／
　 　 　 県市議会議長会役員会
27 日　市民生活委員会
27 日・28 日　文教・建設委員会視察
28 日　北海道帯広市議会視察来庁
29 日　議会運営委員会／全員協議会／
　 　 　 常任委員会（総務、健康福祉）
30 日　文教・建設委員会
31 日　県南都市問題協議会都市計画・交通問題研究部会講演会

  4 日　山口県光市議会視察来庁
  5 日・６日　本会議（各種選挙）
  7 日　蕨戸田衛生センター組合議会議会運営委員会
10 日　本会議（施政方針、総括説明、詳細説明）
12 日　本会議（詳細説明）／議会改革特別委員会
13 日　戸田競艇組合議会議会運営委員会／蕨戸田衛生センター
　 　 　 組合議会／福島県喜多方市議会視察来庁
14 日　県市議会議長会議員行政研修会
17 日　県南都市問題協議会地方分権研究部会視察
19 日　戸田競艇組合議会
20 日　本会議（総括質問）／議会広報委員会
21 日　本会議（議案質疑）／委員長会議／市民生活委員会
24 日　本会議（一般質問①）／議会運営委員会
26 日　本会議（一般質問②）
27 日　本会議（一般質問③）／議会運営委員会
28 日　常任委員会（総務、文教・建設、健康福祉、市民生活）

  3 日・４日　常任委員会（総務、文教・建設、健康福祉、
　　　　　　  市民生活）
  5 日　議員互助会役員会／特別委員会（交通対策、議会改革）／
　 　 　 議会運営委員会
11 日　戸田競艇組合議会
12 日　本会議（委員長報告、討論、採決）
13 日　蕨戸田衛生センター組合議会
16 日～ 23 日　戸田市長選挙
24 日　総務委員会／文教・建設委員会
28 日　北海道小樽市議会視察来庁


